
費
隠
通
容

の
臨
済
禅
と
そ
の
挫
折

木
陳
道
悉
と

の
対
立
を
巡

っ
て

野

口

善

敬

は

じ

め

に
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費
隠
通
容
は
中
国

の
明
末
清
初
に
活
躍
し
た
、
臨
済
宗
虎
丘
派
の
流
れ
を
汲
む
禅
僧
で
あ
る
。
日
本
に
於
て
は
黄
漿
宗
の
開
基
、
隠
元

隆
玲

の
嗣
法
の
師
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
。
費
隠
が
活
躍
し
た
時
代

は
、
独
自

の
宗
風
を
以
て
明
末
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
紫
柏
達
観

・
慾
山
徳
清

・
雲
棲
株
宏
の
所
謂
万
暦
三
高
僧
が
他
界
し
た
直
後

の
こ
と
で
あ
り
、
曹
洞
宗
の
無
明
慧
経

・
湛
然
円
澄
、
臨
済

宗

の
密
雲
円
悟

・
天
隠
円
修
ら
の
法
系
が
宗
門
を
席
巻
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
万
暦
三
高
僧
亡
き
後
の
当
時
の
宗
門

の
状
況
に
つ
い
て

銭
謙
益
は
、

「三
公
入
滅
し
て
魔
外
横
行
し
、

棒
喝
錯
互
す
」

(牧
斎
初
学
集

・
六
+
八
・
聞
谷
禅
師
塔
銘
)
と
、

悪
し
き
棒
喝
禅
が
蹟
雇
し

も
と

て
い
た
事
実
を
述
べ
る
。

そ
し
て
更
に
そ
の
棒
喝
禅

の
具
体
的
悪
行

に
つ
い
て
、

「紫
柏
を
諺
れ
ば
則
ち

『
本
師
承
無

し
』
と
日
い
、
大

師

(
慈
山
)
を
殿
れ
ば
則
ち

『但
だ
義
学
を
称
す
る
の
み
』
と
日
う
」
(牧
斎
有
学
集
補

・
致
慈
大
師
曹
渓
塔
院
住
持
諸
上
座
書
)
と
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
謙
益
に
よ
れ
ば
当
時

の
棒
喝
禅

の
弊
害
は
、
紫
柏
批
判
に
見
え
る
形
式
的
師
承
法
系
の
重
視
と
、
慾
山
批
判
に
見
え
る
棒
喝
偏
重

か
ら
く
る
教
学
の
軽
視

の
二
点
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
黄
宗
義
も

「禅
学
は
棒
喝
に
至
り
て
又
た
大
い
に
壊
れ
、
棒
喝
は
源
流

(嗣
法
者
に
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至
る
ま
で
の
禅
宗
系
譜
)
を
付
属
す
る
に
因
り
て
又
た
大
い
に
壊
る
」
(明
儒
学
案

・
三
十
三
・
泰
州
学
案

・
二
・
趙
大
洲
条
)
と
断
じ
た
様
に
、

こ
の
う
ち
師
承
法
系
の
重
視
こ
そ
が
当
時
の
棒
嘱
禅
が
持

つ
最
大
の
問
題
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
宗
門
に
棒
喝
禅

を
以
て
拾
頭
し
た
勢

力
と
い
え
ば
、
臨
済
宗

の
密
雲
円
悟
と
そ
の

一
門
を
置
い
て
他
に
無
く
、
そ
の
門
下
に
在

っ
て
師
承
法
系
問
題
を
巡

っ
て
宗
門
に
大
き
な

争
議
を
引
き
起

こ
し
た
人
物
こ
そ
、
今
回
取
り
上
げ
た
費
隠
通
容
で
あ
る
。
此
論
は
、
僧
諄

の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
明
末
清
初
の
中
国
仏
教

思
想
史
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
の
大
き
な
鍵
を
握
る
と
思
わ
れ
る
棒
喝
禅

の
代
表
的
存
在
、
費
隠
通
容
に
焦
点
を
当
て
、
木
陳
道
恣
と

の
対
立
を
通
し
な
が
ら
そ
の
棒
喝
禅

の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
当
時
の
棒
喝
禅

に
於
け
る
師
承
法
系
重
視
の
意
図
を
考
察

せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

輌

順
治
十
七
年

(
一
六
六
〇
)
七
月
、
木
陳
道
恣

(
一
五
九
六
～

一
六
七
四
)
は
、
北
京
か
ら
の
帰
路
、
福
厳
に
費
隠
通
容

(
一
五
九
三
～

一
六
六

一
)
を
訪
ね
久
潤
を
叙
す
る

(紀
年
録
)。
時
に
費
隠
六
十
八
歳
、
遷
化
前
年

の
こ
と
で
あ
る
。
費
隠
に
と

っ
て
密
雲
円
悟

(
一
五
六
六
～
一

六
四
二
)
門
下
の
法
弟
に
当
た
る
木
陳

は
、

前
年
秋
に
順
治
帝

の
召
に
応
じ
て
入
内
、

万
善
殿
に
結
冬
開
堂
し
て
弘

覚
禅
師

の
号
を
下
賜

さ
れ
る
栄
誉
を
荷
い
、
自
ら
が
編
纂
し
た
師
密
雲

の
語
録
入
蔵
を
果
た
す
と
い
う
土
産
を
持

っ
て
の
訪
問
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
応
召

と
語
録
入
蔵
こ
そ
は
、
費
隠
と
木
陳
の
永
年
に
亙
る
対
立
が
木
陳
勝
利
に
終
わ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

抑

く
両
者
の
対
立
は
、
崇
禎
十
五
年

(
一
六
四
二
)
七
月
の
密
雲
円
悟
遷
化
直
後
、
密
雲

に
よ

っ
て
再
興
さ
れ
た
大
刹
天
童
寺

の
後
継

の

座

を
巡

っ
て
表
面
化
す
る
。
密
雲
没
後
、
逸
速
く
天
童
に
入
り
込
み
後
に
坐
ろ
う
と
し
た
木
陳
に
対
し
、
費
隠

は
密
雲
が
行
な

っ
て
い
た
後

継
選
定
の
通
例
に
従

い
、
卜
籔
拮
閲
に
よ
る
平
等
な
人
選
を
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
木
陳

は
上
座
で
あ
る
費
隠

に

一
応
天
童
入
寺
を
請
ず

る
が
、

同
じ
く
入
寺
を
望
ん
で
い
た
牧
雲
通
門

(
一
五
九
九
～

一
六
七

一
)
が
費
隠

は
入
寺
を
画
策
し
て
い
る
と
誕
言

し
た
た
め
、
嫌
疑
を

忌

ん
で
こ
の
請
を
辞
退
し
、
結
局
木
陳
が
継
席
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
木
陳
入
寺

の
後
、
費
隠
は
こ
の
後
継
争

い
の
顛
末



59費 隠通容の臨済禅とその挫折

を

『
説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
』
(別
集

・
十
五
)
と
し
て
公
表
し
、

こ
れ
以
後
費
隠
と
木
陳

の
反
目
が
始
ま
る
こ
と
に
な

る
。

費
隠
が
自
ら
天
童
に
入
る
順
治
三
年
以
前
に
木
陳
を
激
し
く
攻
撃
し
た
の
は
、
代
付

の
問
題
で
あ
る
。
木
陳
の
代
付

と
は
、
木
陳
が
天

童
に
於
て
密
雲
の
名
を
以
て
弟
子
に
付
法
し
た
事
件
で
あ
り
、
費
隠

は
こ
れ
を
禅
宗

の
師
資
相
承
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
激
し
く
批
判

す
る
。
「
夫
れ
祖
祖
相
承
、
師
師
授
受
、
皆
な
面
稟
親
承
を
以
て
嫡
伝
と
為
す
。
…
…
此
は
是
れ
従
上
以
来

の
法
門
の
紀
綱
な
り
。
逓
代
承
継
、

何
ぞ
曽
て

一
人
の
法
系
を
其
の
間
に
棄
乱
す
る
も
の
有
ら
ん
や
。
独
り
今
、
木
陳
、
山
翁
と
改
号
し
、
自
ら
文
章
天
下
第

一
と
誇
る
も
、

固

よ
り
本
分
手
眼
の
人
を
接
す
る
無
し
。
只
だ
天
童
大
刹
に
て
住
持
す
る
こ
と
を
得
と
錐
も
、
主
張
す
る
能
わ
ざ
る
に
因
り
て
、
人
の

も
と

お

よ

び

幕
扶
を
要
め
、
乃
ち
党
与
を
拝
結
し
て
以
て
私
恩
を
布
き
、
寛

に
人
情
を
以
て
し
て
法
系
を
売
る
。
故
に
先
師
遺
下

の
法
衣
控
杖
井
及

払
子
を
以
て
妄
り
に
自
ら
僧
高
原
等
に
代
付
し
て
、
『
先
師
に
代
わ
り
て
以
て
付
法
す
』
と
謂
う
な
り
。

一
時
に
伝
聞
し
、
人
皆
な
骸
異

た
だ

す
。

特
に
従
上
法
系
の
紀
綱
を
破
す
る
の
み
な
ら
ず
。

亦
た
且
つ
自
来
列
祖

の
名
位
を
澗
乱
す
。
」
(別
集

.
+
五
.
撃
木
陳
妄
代
天
童
老

和
尚
付
法
)

費
隠
の
禅
門
師
承
に
対
す
る
厳
格
な
態
度
は
、
崇
禎

二
年

(
一
六
二
九
)
の
漢
月
法
蔵

(
一
五
七
三
～

一
六
一二
五
)
の
複
数
拮
香
批
判
に
も

既
に
見
え

(語
録

・
十

一
・復
万
峰
漢
月
禅
師
)
、

『
五
灯
厳
統
』

撰
述

へ
と
繋
が

っ
て
い
く
わ
け
で
、

こ
の
代
付
批
判
は
単
に
天
童
入
寺
問

し
こ
り

題
の
癌
と
し
て
の
感
情
的
批
判
で
は
な
く
、
費
隠

に
と

っ
て
密
雲
門
下

の
法
系
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
費
隠

は
こ
の
代
付
の
波
紋
を
止
め
る
た
め
に
細
心
の
対
応
を
行
う
。

先
ず
崇
禎
十
七
年

(
一
六
四
四
)
夏
、

密
雲
の
塔
銘
を
作
成
し
た
徐
心
章

に
宛

て
た
書
簡
の
中
で
、
費
隠

は
塔
銘
に
嗣
法
十
二
名

の
具
体
的
名
前
を
列
挙
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
つ
ま
り
若
し
塔
銘
に
名
前
を
明

示
し
な
け
れ
ば
、
「凡
そ
代
付
を
受
く
る
者
、
倶
に
此
の
中
に
混
濫
す
る
こ
と
を
得
」
(語
録

・
+

一
・
与
侍
御
心
阜
徐
居
士
書
)
る
か
ら
で
あ

る
。
心
章
が
こ
の
進
言
に
従

っ
た
こ
と
は
、
現
存
す
る
心
章

の
塔
銘
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

(密
雲
語
録
付
録
)。

更
に
費
隠
は
木
陳

の
編

纂

に
よ
っ
て
崇
禎
十
五
年

(
一
六
四
二
)
に
完
成
し
た

『密
雲
年
譜
』

の
中
で
、

木
陳
が
密
雲
の
法
嗣
に
つ
い
て
十
二
名

の
他
に

「復
た
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光
相

.
通
普
等
十
余
人
有
り
。
則
ち
皆
な
室
中
密
印
、
未
だ
付
授
に
及
ば
ざ
る
者
な
り
L
と
述
べ
た
事
実
を
捕
え
、

こ
れ
を
木
陳
が
自
ら

し
た
が

の
代
付
を
正
当
化
せ
ん
が
た
め
の
も
の
と
し
、
「
未
だ
私
に
人
情
に
狗
い
祖
系
を
混
濫
す
る
を
免
れ
ず
」
(費
隠
、
密
雲
年
譜
序
)
と
し
て
、

崇
禎
十
七
年
秋
、
木
陳
の

『
密
雲
年
譜
』
に
大
幅
な
改
訂
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
代
付
に
つ
い
て
は
費
隠
以
外
か
ら
も
木
陳

へ
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
木
陳
の
対
応
は
ど
う
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

木
陳
は
あ
を
居
士
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
次

の
様
に
言
う
。

わ
た
し

「
夫
れ
蒙

の
挙
止
、
敢
え
て
君
子
と
日
う
に
は
非
ず
。
但
だ
法
門
を
以
て
公
と
為
し
、
正
に
敢
え
て
認
め
て

一
家

一
己
の
事
と
作
さ
ず
。

所
以
に
今
夏
、
唯

一
.
山
橦

・
高
原

の
立
僧
の
挙
有
り
。
輻
ち
己
衣
の
先
師
に
分
授
せ
ら
る
る
者
を
以
て
こ
れ
に
衣
せ
て
説
法
挙
揚
せ

し
む
る
は
、
夫
の
宗
風
不
墜
を
貴
ぶ
の
み
。
…
…
夫
の
三
人
の
者
の
若
き
は
皆
な
十
年

二
十
年
先
師
に
親
表
し
、

又
た
先
師
屡

く
こ
れ

を
蒙

に
言
う
者
な
り
。
故
に
今
夏

の
挙
は
諸
方
当
に
其
の
提
唱
の
是
と
不
是
と
を
簡
ぶ
べ
し
。
必
ず
し
も
蒙

の
授
衣

の
当
と
不
当
と
を

論

ぜ
ざ
れ
。」
(布
水
台
集

・
三
十
二
・復
次
牧
薦
居
士
)

一
応
尤
も
ら
し
い
言

い
訳
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ぽ
密
雲
の
名
を
借
ら
ず
と
も
自
ら
の
法
嗣
と
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
費
隠

の
代
付

批
判

に
対
す
る
充
分
な
弁
解
と
は
言
い
難
い
。
と
も
あ
れ
木
陳
は
費
隠
の
意
見
に
承
服
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)

明
末

の
混
乱
の
中
、

自
ら
の
手
で

『密
雲
年
譜
』
の
改
訂
を
行
い
世
忌
に
渉
る
部
分
を
削
除
し
た
際

に
も
、
「室
中
密
印
」

の
部
分
は
元

通

り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

(重
刻
密
雲
年
譜
序
)。

そ
し
て
、
順
治
三
年

(
一
六
四
六
)
七
月
、
木
陳
は
密
雲

の
心
喪
を
終
え
た
と
し
て
天
童
を
去
り

(北
遊
集

・
三
)、
十
月

に
費
隠
が
継
席

。

入
寺

す
る
。
こ
の
交
代
に
つ
い
て
木
陳

は
、
「郡
庭
に
詣
り
て
費
隠
容
兄
を
属
し
、
席
を
継
が
ん
こ
と
を
請
わ
し
む
」
(同
上
)
と
禅
譲
で
あ

っ
た
こ
と
を
灰
め
か
す
が
、費
隠
は
木
陳

の
退
院
に
つ
い
て
、
「此
番
の
退
院
は
実
に
是
れ
龍
天
駆
遣
し
て
山
を
出
す
な
り
」
(別
集

・
十
五

.
啓
告
同
門
語
)
と
木
陳
の
悪
行
が
招
い
た
結
果
だ
と
言

い
放

つ
。
そ
し
て
入
寺
後
、
同
年
十

一
月

に
木
陳

の
密
雲
誹
諺
に
つ
い
て
法
堂
に

掲
示

を
出
し

(別
集

.
+
五

.榜
法
堂
語
)
、
更
に
二
千
言

に
及
ぶ

『啓
告
同
門
語
』
(別
集

・
十
五
)
を
出
し
て
木
陳

の
天
童
に
於
け
る
罪
状
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を
公
表
す
る
。
費
隠
に
よ
れ
ぽ
木
陳

の
悪
行
は
、
O
密
雲

の
匿
額
の
掛
け
替
え
、
⇔
高
原
等

へ
の
代
付
、
⇔

『密
雲
語
録
』

の
劃
削
と
原
板

舅
殿
、
⑳
香
金
米
糧
の
浪
費
と
賄
賂
の
使
用
、
㈲
密
雲

の
塔
移
転
問
題
に
於
け
る
塔
院
志
道
の
藷
訴
、
㊧
天
童
寺
田
産

の
消
廃
、
㊨

『密

雲
語
録
』
に
於
け
る
嗣
法
四
名
の
名
前

の
削
除
、
㈹
自
ら
の
位
牌
の
先
覚
堂
安
置
、
㈹
天
童
万
工
池
の
破
壊
、

の
九
点

で
あ
る
。
こ
の
中

『密
雲
語
録
』
の
問
題
は
、
塔
銘
や
年
譜
と
の
関
わ
り
も
あ

っ
て
費
隠
が
最
も
腐
心
し
た
も
の
で
あ
り
、
費
隠

は
入
寺

の
前
年

に
自
ら
の
編

纂
に
な
る

『密
雲
語
録
』
を
上
梓
し
て
い
る

(紀
年
録
)。
費
隠
は
こ
れ
以
後
生
涯
に
四
度

『
密
雲
語
録
』
を
上
梓
す
る
が

(同
上
・
順
治
十

七
年
)、
こ
の
語
録
こ
そ
木
陳
批
判

の
記
念
碑
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
現
存
す
る
費
隠

の

『
密
雲
語
録
』
は
、
全
録
十
二
巻

・
年

譜

一
巻
か
ら
な
る
が
、
そ
の
内
容
は
木
陳
に
よ

っ
て
原
板
を
廃
棄
さ
れ
大
幅
な
削
除
及
び
文
字
の
改
換
が
行
わ
れ
た

『密
雲
語
録
』

の
再

編
を
為
す
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
密
雲

の
法
嗣
十
二
人
を
全
録
十
二
巻
の
各
巻
頭
の
編
者
名
に
割
り
当
て
て
密
雲

の
法
嗣

の
数
と
名
を
強
調

し
、
徐
心
章
の
塔
銘
及
び
自
ら
の
改
訂
に
な
る
年
譜
を
附
す
と
い
う
、
木
陳
を
財
め
自
ら
が
密
雲
下
の
正
統
で
あ
る
こ
と
を
高
ら
か
に
宣

し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
語
録
以
外

の
問
題

に
つ
い
て
も
、
費
隠
は
天
童
入
寺
以
後
、
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
下
山

に
至
る
迄

の
三
年
間
、
木
陳

に
よ

っ
て
躁
躍
さ
れ
た
と
も
言
う
べ
き
天
童
寺

の
復
興
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
紀
年
録
』

に
よ
れ
ぽ
、
費
隠
は
入
寺
後
、
密
雲

の
画
像

を
法
堂
に
懸
け
て
毎
農
敬
礼
す
る
傍
ら
、
密
雲
の
塔
を
鼎
新
し
、
塔
銘

・
道
行
の
二
碑
を
竪
て
る
な
ど
師
密
雲

の
顕
彰

に
勉
め
、
万
工
池

修
復

の
他
、
宏
智
塔
院
の
香
火
田
の
恢
復
、
隠
蓋
亭

の
建
立
、
幻
智
奄

・
普
同
塔
院
の
重
建
な
ど
寺
院
復
興

に
尽
力
す

る
。
だ
が
三
年
後

の
順
治
六
年

(
一
六
四
八
)
秋
、

寺
隣

の
徐
氏
と
の
境
界
問
題
を
整
理
せ
ん
と
し
て
徐
氏
が
官
に
計
訴
す
る
や
、

費
隠

は
瓢
然
と
天
童
を

去
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
天
童
寺
と
徐
氏
と
の
土
地
の
境
界
聞
題
は
、
徐
氏
の
寺
塔
破
壊
、
墳
墓
建
立
に
端
を
発

し
た
密
雲
住
持
時

代
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
、
崇
禎
十
二
年

(
エ
ハ
三
九
)
八
月
、
密
雲
が
こ
の
問
題
の
た
め
に
曳
杖
下
山
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
費
隠

の
下

山
で
あ

っ
た
。
天
童
住
持

の
目
的
に
つ
い
て
、
自
ら

コ

に
は
重
ね
て
先
師
平
日
の
規
範
を
整
え
て
以
て
法
恩
に
報
い
、
二
に
は
尽
く
木

陳

の
先
師
を
殿
辱
せ
し
種
種

の
欺
弊
を
革
む
。

天
童
に
久
し
き
は
我
が
志

に
非
ざ
る
な
り
」
(別
集

・
十
八
・
復
木
陳
書
)
と
述
べ
た
言
に
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違
わ
ぬ
費
隠

の
天
童
寺
去
就
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
下
山
以
降
、
費
隠
と
木
陳
の
間
に
表
立

っ
た
批
判
対
立
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
費
隠
が

『
五
灯
厳
統
』
の
撰
述
出
版
等
で
多
忙
な

こ
と
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
以
上
に
費
隠
が
自
ら
の
勝
利
を
確
信
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

に
も
拘
わ
ら
ず
順
治
十
四

年

(
一
六
五
七
)
木
陳
は
再
び
天
童

に
入
り
、
同
十
六
年
順
治
帝

の
召
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
木
陳
の
応
召
に
先
立
ち
、
順
治

帝

の
帰
依
を
受
け
て
い
た
慾
瑛
性
聡

(
一
六
一
〇
～

一
六
六
六
)
は
費
隠
を
帝
に
推
挙
し
、

費
隠
の
手
に
な
る

『
密
雲
語
録
』
と

『五
灯
厳

統
』

の
入
蔵
請
求
を
行
う
が

(明
覚
聡
禅
師
語
録

・
十
四

・復
福
厳
費
老
人
)、

こ
れ
を
尻
目
に
木
陳
が
招
か
れ
、

木
陳

の

『密
雲
語
録
』
が

入
蔵
さ
れ
た
の
は

一
体
何
故
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

 

費
隠
が
天
童
を
下
り
た
順
治
六
年
か
ら
、
木
陳
が
天
童
に
再
住
す
る
順
治
十
四
年
ま
で
の
八
年
間
に
、
両
者

の
明
暗
を
分
け
る
具
体
的

原
因
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
宗
門
に
物
議
を
醸
し
た

『
五
灯
厳
統
』
(以
下

『厳
統
』
と
略
記
)
の
問
題
を
置

い
て
他
に
は
あ
る
ま

魎

遠
門
浄
柱
の
『
五
灯
会
元
続
略
』
の
出
版
を
き

っ
か
け
に
・
順
治
七
年

(
エ
ハ
五
〇
)
に
費
隠

の
手
で
撰
述
さ
れ
・
三
年
後
の
順
治
+

年

に
出
版
さ
れ
た

『厳
統
』
は
、
出
版
直
後
よ
り
洞
門
の
激
し
い
反
発
を
買

い
、
百
愚
浄
斯

(
一
六
一
〇
～

一
六
六
五
)
・
遠
門
浄
柱

(
一
六

〇

一
～
一
六
五
四
)
・
覚
浪
道
盛

(
一
五
九
二
～

一
六
五
九
)
ら
は
種

々
の
批
判

の
書
を
出
し
、
三
宜
明
孟

(
一
五
九
九
～

一
六
六
五
)
は
官
に
訴

え

て
決
着
を
付
け
ん
と
す
る
に
至
る
。
費
隠
も
翌
十

一
年
春
、

『
五
灯
厳
統
解
惑
編
』

を
出
し
て
反
論
を
行
う
が
、
結
局
自
ら

「
諸
方
異

同

の
見
有
る
に
因
り
て
乃
ち
風
吹
い
て
山
を
出
ず
」
(語
録

・
九

・
福
厳
上
堂
)
と
言
う
が
如
く
、
『
厳
統
』
批
判
の
嵐

の
中
、
住
持
し
て
い

た
径
山
を
去
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
問
題
は
継
起
弘
儲

(
一
六
〇
五
～

一
六
七
二
)
ら
の
仲
介
に
よ
っ
て

『厳
統
』
の
板
木
が
廃
棄

さ
れ
、
実
質
的
に
曹
洞
側
の
勝
利
と
い
う
こ
と
で
結
着
を
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
宗
門
に
派
手
な
争
動
を
引
き
起

こ
し

た

『厳
統
』
の
存
在
が
、
費
隠

の
宗
門
に
於
け
る
立
場
に
大
き
く
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。



63費 隠通容の臨済禅とその挫折

併

し
抑

く

『厳
統
』
問
題
の
争
点
で
あ
る
禅
宗

の
法
系
問
題
が
、
清
初
こ
の
時
期
に
問
題
化
す
る
火
付
け
役
と
な

っ
た
の
は
、
『厳
統
』

に
先
立

つ
こ
と
二
十
二
年
、
明
末
の
崇
禎
四
年

(
=
ハ
ゴ
ニ
)
に
出
さ
れ
た
木
陳
の

『禅
灯
世
譜
』
(以
下

『世
譜
』
と
略
記
)
で
あ
り
、

木

陳
も

『厳
統
』
を
評
し
て

「予
が
成
説
を
取
り
て
、

頒
ち
て
新
条
を
為
す
者
」
(布
水
台
集

・
二
+
三

・書
禅
灯
世
譜
後
)
と
言
う
様
に
、
内

容
か
ら
言
え
ぽ

『厳
統
』
は

『
世
譜
』
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
な
い
。
然
も

『北
遊
集
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
木
陳
は
応
召

の
際
に
こ
の

『世

譜
』

を
順
治
帝
に
上
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
木
陳
も
費
隠
と
同
じ
く
曹
洞
側
の
排
斥
に
遭

っ
て
然

る
べ
き
で
あ
ろ
う

に
、
何
故

『厳
統
』
を
出
し
た
費
隠
だ
け
が
宗
門
内
に
大
き
な
摩
擦
を
生
じ
、
両
者
の
明
暗
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

木
陳
の

『世
譜
』
が
提
出
し
た
法
系
問
題
と
は
、

一
つ
に
は
禅
宗
五
家
の
中
、
従
来

『伝
灯
録
』
等
に
於
て
青
原
下

に
在

っ
た
雲
門

・

法
眼

の
二
宗
を
南
岳
下
に
変
更
し
た
こ
と
、

今

一
つ
は
明
末
曹
洞
宗
の
大
立
物
で
あ
る
無
明
慧
経

(
一
五
四
八
～

一
六

一
八
)
と
湛
然
円
澄

(
一
五
六

一
～

一
六
二
六
)
を
明
確
な
師
承
が
不
明
と
し
て

「嗣
法
未
詳
」

に
列
挙
し
た
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

無
明
ら

の
問
題
は
、
当
時

の
洞
門
に
法
を
受
け
た
禅
僧

に
と

っ
て
自
ら
の
来
歴

に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
当
然

『
世
譜
』
は
曹
洞
を
誹
諺
す
る
も
の
と
し
て
の
批
判

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
論
議
を
呼
ん
だ
の
は
雲
門

・
法
眼
の
帰
属
問
題
で
あ

っ
た
。
二
宗

の
帰
属
問
題
は
、
従
来

『伝
灯
録
』

に
於
て
青
原
系

の
石
頭
希
遷
の
法
嗣
天
皇
道
悟
の
下
に
連
な
る
と
さ
れ
て
い
た
雲
門

・
法
眼

の
二
宗
を
、

丘
玄
素
の
碑
を
根
鋤

拠
に
馬
祖
下
の
天
王
道
悟

の
存
在
を
主
張
し
、
両
宗
は
南
岳
下
に
連
な
る
と
す
る
宋
の

『林
間
録
』
以
来

の
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
が
、

こ
の
説
を
明
末
に
主
張
し
た
の
が
独
り
木
陳

の
み
で
な
か

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
問
題
を
更
に
大
き
な
も
の
と
す
る
こ
と

に
な
る
。
郭
凝
之

の

『
五
宗
源
流
図
』
(五
家
語
録
付
録
)
に
よ
れ
ば
、

こ
の
頃
密
雲
円
悟

・
雪
嬌
円
信

・
聞
谷
広
印
が
同
様
の
意
見
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は

明
ら

か
で
あ
る
し
、

天
啓
五
年

(
一
六
二
五
)
に
執
筆
さ
れ
た
漢
月
法
蔵
の
『
五
宗
原
』
も
同
じ
立
場
の
下
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当

時
の
臨
済
宗
を
中
心
に
し
た
共
通
の
認
識
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
に

『
世
譜
』
は
出
版
以
後
、
密
雲

の
手
に
成
る
も
の
で
は
な
い
か

と
い
う
噂
が
出
た
ほ
ど
で
あ
る

(瑞
白
語
録

・
十
六

・
付
録
、
総
憲
唐
存
億
居
士
上
師
書
)。
そ
の
た
め
こ
の
二
宗
の
帰
属
問
題
は
、

『世
譜
』

を
核

と
し
な
が
ら
以
後
臨
済
と
曹
洞
の
対
決
と
い
う
様
相
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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曹
洞
側
の

『世
譜
』
批
判
の
具
体
的
動
き
と
し
て
は
、

『
世
譜
』
を
改
定
し
た
瑞
白
明
雪
の

『伝
灯
世
譜
』
の
出
版
や
、
雲
門

・
法
眼

二
宗
の
石
頭
下
帰
属
を
主
張
し
た
永
覚
元
賢

の

『龍
潭
考
』
(鼓
山
晩
録
所
収
)
の
執
筆
な
ど
が
あ
る
わ
け
だ
が
、

こ
の
問
題
に
対
し
て
洞

門
周
辺
で
最
も
際
立

っ
た
動
き
を
示
し
た
の
は
僧
侶
で
は
な
く
、
居
士
黄
端
伯

(
一
五
八
五
～

一
六
四
五
)
で
あ

っ
た
。

端
伯
と
言
え
ば
曹
洞

の
無
明
慧
経

・
無
異
元
来
に
永
年
親
灸
し
、
両
師
亡
き
後
明
州

に
於
て
臨
済

の
密
雲
円
悟
に
参
じ
、
密
雲
を
阿
育
王

・
天
童

へ
招
請
し
た

張
本
人
で
あ
り
、
崇
禎
五
年

(
一
六
三
二
)
、
『
世
譜
』
に
序
文
を
書

い
て
賛
じ
た
人
物
で
も
あ
る
。
そ
の
端
伯
が
五
年
後
の
崇
禎
十
年
五
月
、

雪
蜜
寺
に

『孜
定
宗
派
』
な
る
告
示
を
出
し
、
『世
譜
』
に
於
け
る
二
宗
の
南
岳
下
改
属

に
つ
い
て
、
密
雲
を
激
し
く
批
判
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る

(天
童
直
説

・
七
・
判
語

・
上
)。
併
し
前
述
の
如
く

『
世
譜
』
は
密
雲

の
作
と
い
う
噂
が
あ

っ
た
も
の
の
、
本
々
密
雲
の
著
で

は
な
く
木
陳
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
批
判
は
筋
違

い
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
密
雲
自
身
も
天
王
道
悟
の
存

在

を
是
認
し
て
、
臨
済

・
濾
仰

・
雲
門

・
法
眼
は

「
四
派
、
宗
を
同
じ
く
す
」
(天
童
直
説

・
八
・
判
語

・
下
)
と
公
言

し
て
い
た
か
ら
に
は
、

そ

の
批
判
は
必
ず
し
も
的
は
ず
れ
と
は
言
え
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。
告
示

の
中
で
端
伯
は
、
『雪
峰
広
録
』
に

「山
僧

、
先
徳
山

・
石
頭
已
来
、

此

の
秘
密
法
門
を
伝
う
」
(巻
下
)
と
あ
る
事
実
を
根
拠
と
し
て
、
雲
門
の
師
で
あ
る
雪
峰
が
青
原

・
石
頭
下
に
連
な
る
も
の
と
し
、
青
原

行
思
の
頬

(密
雲
語
録

・
+
)
に
於
け
る
青
原
謳
諺
な
ど
に
見
え
る
密
雲

の
態
度
を
、
曹
洞
を
抹
殺
せ
ん
と
す
る
も
の
と
し
て
厳
し
く
批
判

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
密
雲
は
逐

一
反
駁
を
加
え
る
わ
け
だ
が
、
二
宗

の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
は
、
「青
原
下
の
雲

門

・
法
眼

・
曹
洞
」、

わ

た

し

ゆ
る

さ

「
南
岳
下
の
臨
済

・
濾
仰
」
と
し
、
「
密
雲
、
従
前
の
人
の
託
を
縦
し
て
雲
門
を
捨
き
て
南
岳
下
と
為
す
」
と
後
退
し
た
立
場
を
示
す
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る

(判
語

・
上
)。
端
伯
は
更
に
法
友
で
あ
る
居
士
余
集
成
に
自
ら
の
意
見
を
書
き
送
り
、
集
成
は
賛
同
を
示
し
て
同
様
に

『
世
譜
』
を
批
判
し
た
答
書
を
返
す
。
そ
し
て
こ
の
集
成

の
答
書
は
、
崇
禎
十
二
年
序
刊
の

『雪
峰
語
録
』
に
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
様
な
洞
門
攻
勢

の
中
、
費
隠
と
木
陳
は
ど
の
様
な
態
度
に
出
た
で
あ
ろ
う
か
。
端
伯
は
密
雲
と
の
論
争

の
中

で
、

「費
隠

・
木
陳

も
と

わ

た

し

は
自
是
れ
霊
利

の
漢
子
。
当
に
端
伯
の
饒
舌
を
認
ら
ざ
る
べ
し
」
(判
語

・
上

・付
録
、
元
公
居
士
与
仏
音
書
)
と

両
者

の
理
解
を
信
じ
て
疑

わ
な
か

っ
た
。
併
し
密
雲
門
下
の
二
人
の
こ
れ
以
後

の
対
応

は
、
全
く
異
な

っ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
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『
世
譜
』
出
版
の
当
事
者
で
あ
る
木
陳
の
対
応
は
と
い
え
ば
、
崇
禎
末
年
の
上
堂
で
、
当
時

の
法
系
問
題
に
絡
む
宗
門

の
激
し
い
対
立
を

傍
ら

か
ら
椰
楡
し
て
次

の
様

に
言

っ
て
い
る
。

「昨
晩
、
南
岳
と
匡
鷹
と
の
両
山
、
仏
法
を
争
論
す
。

一
山

『
南
岳
譲
和
尚
は
乃
ち
曹
渓

の
嫡
子
な
り
』
と
道
わ
ば
、

一
山
は

『青
原

思
大
師
は
実

に
宝
林

の
正
宗
な
り
』
と
道
い
、

一
山

『盧
陵
の
米
価
、
千
古

に
伝
う
』
と
道
わ
ば
、

一
山
は

『藪
鏡
磨

穿
す
古
仏
心
』

た
が
い

と
道

い
、
互
相
に
競
争
し
て
已
ま
ず
。
羅
浮
山
聞
き
得
て
出
で
来
た

っ
て
約
住
し
て
云
う
、
『
争
う
莫
か
れ
、
争
う
莫

か
れ
。
饒
い
像
、

青
原
思
大
師
、
南
岳
譲
和
尚
な
る
も
、
我
が
嶺
南
者
裏
従
り
去
る
を
少
き
得
ず
』
と
。
山
僧
蕎
頭
に
羅
浮
山
に

一
棒
を
与
う
。
天
台
合

こ

と

く

ゆ

か

い

掌
し
て
道
う

、
『善
い
か
な
、

和
尚
の
者
の

一
棒
を
打
す
る
こ
と
。
不
妨
に
透
頂
透
底
、
陽
快
に
人
を
殺
す
』
と
。
山
僧
遂

に
震
威

一

喝
を
与
え
、
咄
し
て
頭
を
縮
め
去
る
。
是
に
於
て
四
山
各
各
羅
憧
し
て
退
く
。」
(弘
覚
語
録

・
二
)

更
に
木
陳
は

『歴
伝
祖
図
賛
序
』
(布
水
台
集

・
六
)
に
於
て
、
「他
人
の
宗
祖
を
略
し
、
自
己
の
根
源
を
詳

に
し
て
可
な
ら
ん
や
」
と
済

洞

の
宗
派
意
識
を
否
定
す
る
な
ど
、
総
じ
て
法
系
問
題
か
ら
手
を
引
い
た
態
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
順
治
十

一
年

(
一
六
五
四
)、
『厳

統
』
出
版
の
翌
年
、
『書
禅
灯
世
譜
後
』
(布
水
台
集

・
二
±

二
)
を
出
し
て
自
ら
の
立
場
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
中
で
木
陳
は
、

の
ぞ

の
こ

雲
門
・法
眼

の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
、
「青
原
は
両
宗

の
去
か
る
る
を
以
て
其
の
家
声
を
減
ぜ
ず
。
南
岳
も
又
た
豊

に
二
派

の
留
る
を
以
て

戸
庭
を
張
大
せ
ん
や
」
と
そ
の
対
立
論
争

の
無
意
味
さ
を
強
調
し
、
無
明
と
湛
然
の
嗣
法
未
詳

へ
の
列
置

に
つ
い
て
も
、

『世
譜
』

成
立

の
時
に
当
た

っ
て
資
料
が
足
り
な
か

っ
た
為
で
あ

っ
て
別
に
他
意
は
無
く
、
そ
の
証
拠
に

『世
譜
』
の
序
文

に

「其

の
詳

し
き
者

の
こ
れ

を
補
わ
ん
こ
と
を
侯
つ
」
と
明
示
し
て
い
る
と
し
、
「
(『
世
譜
』
の
出
版
は
)

本
と
先
徳
を
混
ぜ
ざ
る
が
為
な
り
。

敦

か
其
の
反

っ
て
謝

論

の
端

を
開
く
を
知
ら
ん
や
」
と
、
済
洞
の
対
立
論
争
は
自
ら
の
関
知
外
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
態
度
が
洞
門
に
於
て
も

評
価
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
洞
門
に
於
て

『厳
統
』
批
判
の
先
頭
に
立

っ
た
三
宜
明
孟
と
木
陳
が
、

一
貫
し
て
親
交

を
保

っ
た
事
実

か
ら
も
知
ら
れ
る

(布
水
台
集

・
九

・
寿
愚
奄
三
和
尚
序
、
十
三

・
仏
日
石
雨
方
禅
師
塔
銘
)。

こ
れ

に
対
し
て
費
隠
は
、

『厳
統
』
に
於
て
再
び
法
系
問
題
を
取
り
上
げ
批
判
の
嵐
を
巻
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
費
隠
の
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執
拗
な
法
系
問
題
の
主
張
は

一
体
何
故
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は

『厳
統
』
撰
述
に
至

っ
た
理
由
に
つ
い
て
自

ら
次

の
様

に
述
べ
る
。

わ
た
し

み

「容
や
、
密
雲
先
師
に
機
契
し
て
自
り
以
来
、
此

の
事
を
主
盟
し
て
巳
に
二
十
余
春
、
此

の
歴
来

の
誰
偽
を
覧
、
井
び
に
斯
世
の
混
瀟

を
見
、
毎
に
椚
臆
痛
心
、
自
ら
安
ん
ず
る
能
わ
ず
。
故
に
始
め

一
た
び
宗
門
中

の
事
有
る
を
知
り
て
よ
り
、
便
ち
発
願
し
て

一
た
び
筆

を
展
べ
ん
と
欲
す
。」
(五
灯
厳
統
自
序
)

こ
の
中
、

「斯
世

の
混
濡
」
と
い
う
当
時
の
嗣
法
関
係
の
乱
れ
に
対
す
る
問
題
は
、
結
果
的

に
嗣
承
が
明
確
で
な
か
っ
た
曹
洞
の
法
系

問
題
を
再
び
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
費
隠
が
従
来
、
無
明

二
湛
然
に
つ
い
て

「
二
家
の
承
流
、
源
無
し
」
と
し
、
無
明
は

「自
送
出
来
」
、

は
ち
ま
き

湛

然
は

「少
林
柏
子
」

と
悪
様
に
疑
し
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
洞
門
の
反
発
を
買
う
こ
と
に
な
る
が

(語
録

・
+

一
・復
万
峰
漢
月
禅
師
)、

費
隠

の
眼
は
決
し
て
曹
洞

の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
木
陳

の
代
付
、
雪
僑

の
遥
継
、
漢
月

の
複
数
拮
香
な
ど
、
弊
害
が

蔓

延
し
て
い
た
当
時

の
禅
門
の
嗣
法
関
係
全
般
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
正
常
化
を
目
指
し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
費

隠

に
し
て
み
れ
ぽ
、
師
資
相
承
を
根
本
と
す
る
禅
門
に
於
て
、
そ
の
命
綱

に
関
わ
る
大
き
な
問
題
だ

っ
た
わ
け
で
、
そ
の
努
力
自
体
は
決

し

て
批
判
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

で
は
今

一
つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る

「歴
来

の
詑
偽
」、

つ
ま
り
雲
門

・
法
眼
の
問
題
を
再
び
持
ち
出
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

黄
宗
義
は
こ
の
問
題
を
巡
る
済
洞

の
対
立
に
つ
い
て
、
「
(若
し
二
宗
が
南
岳
に
帰
属
す
れ
ば
)
南
岳
、
四
宗
を
得
、
青
原
僅
か
に

一
宗
の

み
。
此
を
以
て
優
劣
を
分
か
ち
、
両
家
聚
訟
已
ま
ざ
る
に
至
る
」
(南
雷
文
案

・
四

・
答
在
魏
美
問
済
洞
両
宗
争
端
書
)
と
言

っ
て
お
り
、
こ
れ

が
取
り
も
直
さ
ず
当
時

の
世
間

一
般
の
認
識
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
『厳
統
』
問
題
の
仲
介
に
立

っ
た
継
起
弘
儲
が
、
「雲
門

・

法
眼
、
青
原

に
帰
す
る
も
南
岳
を
減
ず
る
無
し
。
南
岳
に
帰
す
る
も
何
ぞ
青
原
を
摘
わ
ん
。
吾
輩
こ
れ
を
争
う
は
尽
く
戯
論
と
成
す
」
と
、

木
陳
と
同
様

の
立
場
か
ら
覚
浪
道
盛

・
三
宜
明
孟
を
説
得
し
た
様
に

(宗
統
編
年

・
三
+
二

・所
引
、
霊
巌
与
姜
伯
瑛
書
)、

二
宗

の
帰
属
は

過
去
の
問
題
で
は
あ
り
、
数

の
多
寡
に
よ
っ
て
優
劣
を
競
う
と
い
う
の
は
如
何
に
も
宗
教
の
本
質
を
離
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
果
し
て
費
隠

が

こ
の
様
な
愚
を
行
う
で
あ
ろ
う
か
。
費
隠
が

『厳
統
』
で
こ
の
問
題
を
蒸
し
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
理
由

は
、
他

の
所
に
在

っ



た

の

で
あ

る
。

三
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こ

の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
法
系
問
題
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
費
隠

の
禅
の
性
格
を
明
ら
か
に
し

て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

『
紀
年
録
』
に
よ
れ
ぽ
、
費
隠
は
万
暦
三
十
八
年

(
一
六
一
〇
)
十
八
歳

の
年
に
明
末
曹
洞
禅
の
中
興
を
以
て
目
さ
れ
る
湛
然
円
澄
に

参
じ
、
以
後
十
二
年
に
亙

っ
て
主
に
湛
然

の
鉗
鎚
を
受
け
、
万
暦
四
十
七
年
二
十
七
歳
の
年

に
は
雲
門
に
於
て
西
堂
位

に
進
む
こ
と
に
な

る
。
そ
の
間
、
湛
然
の
他
に
無
明
慧
経

・
無
異
元
来

・
雪
嬌
円
信

・
慾
山
徳
清

・
麦
浪
明
懐
な
ど
に
も
歴
参
し
て
い
る
。
湛
然

の
禅
風
は
、

あ
つ

「大
機

を
握
り
大
用
を
転
じ
」
な
が
ら
も
、
「其
の
勘
験
の
精
明
、
磨
煉
の
微
密
、
従
来
諸
祖

の
秘
奥
家
法
を
葦
め
て
こ
れ
を
指
顧
の
間
に

運
ら
す
が
若
き
者
」
(葛
寅
亮
、
湛
然
語
録
序
)
と
そ
の
緻
密
さ
を
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
大

の
特
色
は
、
「末
世
の
仏
法
、
大
乗
の
旨
趣

を
ぽ
聞

く
無
き
を
歎
じ
、

書
を
著
す
こ
と
若
干
篇
」
(陳
酪
典
、
湛
然
塔
銘
)

と
言
わ
れ
る
が
如
く
、
『
楊
厳
経
臆
説
』
・
『法
華
経
意
語
』
・

『
金
剛
三
昧
経
注
解
』
等
の
著
述
に
見
え
る
経
論

へ
の
精
通
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
「学
者
の
為
に
経
を
課
ず
る
は
、
此
れ
雲

門

(湛
然
)
の
家
法
な
り
」
(北
遊
集

・
三
)
と
言
わ
れ
た
様

に
、

湛
然
下

一
門

の
特
長
で
も
あ

っ
た
。

現
に
費
隠
も
二
十
五
歳
か
ら
四
年

間
、

湛
然
の
下
で
経
論
の
研
讃
を
積
み
、

二
十
七
歳

の
年

に
は

『心
経
新
輪
解
』
を
著
し
て
い
る
。

併
し

「無
異

(元
来
)
を
推
倒
し
、

慾
山

(徳
清
)
を
喝
散
す
」
(紀
年
録

・
万
暦
四
十
五
年
)
と
言
わ
れ
る
様

に
本

々
激
し
い
機
用
を
持

っ
た
費
隠
が
、

こ
の
様
な
禅
風
に
飽
き

足
ら
な

い
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

後
年
費
隠

は
二
十
九
歳
当
時

の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
湛
師
に
請
問
す
れ
ば
道
理
禅
を
以
て

一
頓

解
釈
す
」
(明
版
語
録

・
七
・
行
翻
)
と
…湛
然
に
対
す
る
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
費
隠
が
、
「
棒
喝
交
馳
、
学
者

口
を
開
く
処
無
し
」
(黄

端
伯
、
密
雲
語
録
序
)
と
言
わ
れ

棒
喝
禅
を
以
て
知
ら
れ
た
臨
済
の
密
雲
円
悟
を
訪
ね
大
悟
を
果
た
す
の
は
、
翌
年
三
十
歳
の
天
啓
二
年

(
一
六
二
二
)

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
の
密
雲
と
の
悟
道
因
縁
こ
そ
は
、
費
隠
の
こ
れ
以
後

の
在
り
方
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
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っ
た
。
そ
の
会
見
の
模
様

に
つ
い
て
費
隠
は
自
ら
次
の
様

に
述
べ
る
。

わ

た

し

「時

に
天
大

い
に
雨
ふ
り
、
河
田
倶

に
没
す
。
山
僧
危
険
を
儂
れ
ず
、
雨
具
を
持
し
て
便
ち
吼
山

に
往
く
。
本
師
、

二
十
余
衆
と
楼
上
に

坐
定
す
。
山
僧
礼
拝
し
畢
り
て
問
う
、
『醐
面
相
提

の
事
、
若
何
』
と
。
本
師
、
手
中
の
極
大
番
菩
提
珠
を
将
て
尽
力
照
頭

一
打
す
。
山

ひ
た
す
ら

僧
云
う
、
『錯
れ
り
』
と
。
本
師
便
ち
身
を
立
て
、
又
た
尽
力

一
打
す
。
山
僧
尽
力

一
喝
す
。
本
師
只
管
尽
力
打
ち
、
山
僧
只
管
尽
力
喝

あ
ら
ゆ
る

す
。
第
七
打
に
至
り
て
頭
顧
幾
ん
ど
打
裂
せ
ん
と
す
。
所
有
伎
禰
井
び
に
諸
知
覚
、

一
切
氷
釈
、
直
下
に
分
明
に
し
て
、
(
一
)塊
の
鈍

鉄
に
似
た
り
。

乃
ち
本
師
に
対
し
て
云
う
、

『我
れ
汝
は
是
れ
臨
済
の
児
孫
な
る
こ
と
を
識
れ
り
。
請
う
坐
せ
よ
、
請
う
坐
せ
よ
』
と
。

本
師
既
に
坐
定
し
、
彼
此
言
説
す
可
き
無
し
。
山
僧
、
身
を
翻
し
て
本
師
身
後
の
控
杖
を
将
て
本
師
を
打

つ
こ
と
三
下
し
て
、
乃
ち
云

お

う
、

『
汝

の
仏

法

元
来

此

の
如

し
』

と

。
控

杖

を

持

著

し

て
楼

を
落

り

ん

と

す
。

本
師

云

う

、
『
且

く

来

た

れ

、
且

く
来

た

れ
』

と
。
山

僧

只

管

行

く

。

本

師

、

歩

に
随

い
て
逐

い
、

楼

口
に
至

っ
て
控

杖

を
奪

回

し

、

山

僧

を

打

つ

こ
と

一
下

す
。

山

僧

更

に
顧

み
ず

し

て

云

う
、

も
と

『
看

破

し

了

れ

り
』

と
。

本

師

原

の
坐

処

に
帰

る
。

…

…

乃

ち

宿

一
夜

に
し

て

返

る
。
」

(
明
版
語
録

・
七

・
行
縣
)

⑩

そ
し
て
余
銚
に
戻

っ
た
費
隠
は
、
湛
然

の
下
で
著
し
た
諸
書
を
焼
却
し
て
、
密
雲
に
通
法
嗣
書
を
送
り
、
以
後

「
教
家
は
説
到
を
貴
び
、

宗
門
は
用
到
を
貴
ぶ
」
(別
集

・
+
二

・勘
語

・
上
)
と

い
う

機
用
重
視
の
立
場
か
ら
、

当
時
の
宗
匠
を
次
々
と

批
判
し
つ
つ
自
ら
の
臨
済

正
宗
と
し
て
の
禅
風
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

㈲

崇
禎
三
年

(
一
六
一ご
○
)
密
雲
よ
り
付
払
を
受
け
、
そ
の
後
継
を
以
て
任
じ
た
費
隠
の
禅

は
、
自
ら

「
呵
仏
罵
祖
、
風
に
棒
し
月
に
喝
し
、

諸
方
を
弾
駁
し
て
案
臼
を
劃
除
す
」
(和
刻
語
録

・
六

・金
粟
上
堂
)
と
言
う
が
如
く
、

棒
喝
を
骨
子
と
し
た

激
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

崇

禎

七
年
四
十
二
歳

の
年
に
弟
子
隠
元
隆
碕

(
一
五
九
二
～

一
六
七
三
)
に
与
え
た
法
語
の
中
で
、

費
隠
は
臨
済
正
派
の
接
人
垂
手
に
つ
い
て
、

「問
著
す
る
者
有
る
を
見
れ
ぽ
便
ち
痛
挙
を
用
い
、

如
何
と
擬
欲
す
れ
ぽ
直
に
推
出
を
与
う
。

棒
喝
提
持
、
人
の
深
く
領
せ
ん
こ
と
を
要

し
、
語
言
敲
確
、
其
の
悟
縣
を
啓
く
」
(語
録

・
十

一
)
と
そ
の
機
用
の
在
り
方
を
示
唆
す
る
が
、
「臨
済
の
児
孫
と
作
ら
ん
と
欲
せ
ぽ
、
要

は
機
用
現
前
に
在
り
」
(和
刻
語
録

・
十
二
・
示
柴
立
上
座
)
と
断
ず
る
費
隠

に
と

っ
て
、
臨
済
禅
と
は

「他
宗
他
派
の
説
心
説
性
、
帯
水
施
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泥
す

る
に
比
せ
L
(語
録
.
五
.
天
童
上
堂
)
ざ
る
、

棒
喝
機
用
の
発
現
を
根
幹
と
し
た
大
機
大
用
禅
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
費
隠
は
自
ら
の

禅

に
於
て
、

こ
れ
以
外

の
付
属
物
を

一
切
削
除
す
る
。

宋

代
以
来
、
禅
門
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
看
話
禅
に
対
し
て
は
、
固
よ
り
完
全
に
否
定
は
し
な
い
も
の
の
、
三
十
二
歳

の
天
啓
四
年

(
一

お
い

六
二
四
)
に
博
山

の
無
異
元
来
に
対
し
て
、
「直
に
機
用
を
以
て
人
を
接
せ
ず
、
直

に
当
陽

に
向
て
指
点
せ
ず
。
…
…
惟

だ

一
時
に
人
を
死

話
頭

に
綴
し
、
人
に
死
功
夫
を
授
く
」
(別
集

。
十
八
.
上
博
山
無
異
老
和
尚
)
と
述
べ
、

そ
の
看
話
接
化
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺

え
る
様

に
、
自
ら
接
化

に
使
用
し
た
形
跡
は
殆
ど
無
い
。
費
隠

の
接
化
は

一
貫
し
て
棒
喝
機
用
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ぽ
次

の
如

く
話
頭

に
代
わ
る
棒
に
よ
る
疑
情
参
究
を
指
示
す
る
。

「
此

の
一
件

の
事
は
、
汝
が
擬
議
の
処
無
く
、
汝
が
思
量
の
処
無
く
、
汝
が
ト
度
の
処
無
く
、
汝
が
計
較
の
処
無
し
。

汝
若
し
擬
議
思
量
、

卜
度
計
較
せ
ば
、
則
ち
此

の
一
件

の
事
と
没
交
渉
な
り
了
る
。
所
以
に
山
僧
単
に

】
条

の
白
棒
を
用
い
て
当
頭
に
直
指
し
、
人
を
し
て

見

を
離
れ
聞
を
絶
し
、
直
下
に
了
生
脱
死
、
輪
廻
を
超
え
苦
趣
を
出
さ
し
む
。
然
も
亦
た
是
の
如
き
等
の
見
を
作
さ
ず
。
…
…
但
だ
見

こ

な
ん

よ
、
山
僧
者

の
一
条
の
自
棒
、
是
れ
甚
の
意
旨
に
し
て
慈
慶
の
利
害
を
得
、
と
。
没
面
目
に
し
て
真
に
透
脱
分
暁
な
ら
ん
と
欲
せ
ぱ
、

お
い

就

ち
者

の
根
　帯
上

に
向
て
咬
囎
せ
よ
。
咬
し
来
り
咬
し
去
り
、
忽
然
と
し
て
牙
歯

に
咬
着
す
れ
ぽ
、
元
よ
り
是
れ

一
具
骨
。
則
ち
山
僧

の
控
杖
子
と
相
見
し
了
れ
り
。」
(和
刻
語
録

・
十
二
・
示
喩
源
達
蔵
二
禅
人
)

え

ま
た
禅
浄
論

に
於
て
は
、
「
不
起

一
念
な
れ
ば
本
性
の
弥
陀
を
見
る
こ
と
を
得
、

一
歩
を
移
さ
ず
し
て
便
ち
惟
心
浄

土
に
生
ず
。
娑
婆

世
界

即
ち
是
れ
西
方
、
十
万
億
土
、
毫
端
を
隔
て
ず
」
(和
刻
語
録

.
四

.黄
漿
上
堂
)
と
唯
心
浄
土
説
を
と
り
、
当
時
流
行
し
て
い
た
雲
棲

㈹

株
宏
流

の
禅
浄

一
致
説
及
び
参
究
念
仏
は
採
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
も
無
異
元
来
が
、

「若
し
生
死
を
出
ん
と
欲

せ
ば
、
浄
土
の
法

門
を
第

一
と
為
す
」
(元
来
広
録

.
二
十
七

.
示
蒋
月
船
居
士
)
と
述
べ
、
念
仏
門
を
挙
揚
し
た
の
と
は
全
く
対
照
的
で
あ

っ
た
。

費
隠
は
玉

林
通
瑳

(
=
ハ
一
四
～

一
六
七
五
)
と
の
論
争

の
中
で
、
禅
浄
の
優
劣
に
言
及
し
て
次
の
様
に
言

っ
て
い
る
。

お
も

「
蓋
し
臨
済
門
下

の
用
棒
用
喝
は
、

貴
ぶ
ら
く
は
臨
時
の
活
機
活
用

に
在
り
。
是
れ
死
語

(
11
念
仏
)
な
ら
ず
。

…
…
以
う
に
念
仏

は
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大
小
老
幼

・
智
愚
賢
否
を
論
ず
る
無
く
、
皆
な
能
く
念
じ
て

一
心
不
乱
に
到
る
。
縦
い

一
心
不
乱
に
到
る
も
、
正
眼
に
観
来
れ
ぽ
、
又

た
死
地
に
堕
し
浄
辺
垢
に
堕
す
。
量
に
臨
済
の
用
棒
用
喝
と
相

い
比
類
す
可
け
ん
や
。L
(別
集

・
八
・
判
狂
解
)

更

に
儒
教
に
対
し
て
は
、
「儒
理
即
禅
宗
、
禅
宗
即
儒
理
」
(和
刻
語
録

・
十

一
・
小
参
)
と
儒
仏

一
致
を
説
く
が
、

そ
の
内
容
は
悟
り
に

よ
る
帰
結
同

一
の
主
張
で
あ
り

(語
録

・
十
一
・
復
子
侃
周
居
士
)、
そ
の
立
場
か
ら

「聖
賢
無
尽
の
書

は
格
物
是
れ
頭
悩
。
返
昭
し
て
根
源

を
見
れ
ぽ
、

頭
頭
大
道
に
合
す
」
(和
刻
語
録

・
+
二

・示
台
臣
楊
居
士
偏
)
と

『大
学
』
の
格
物
を
評
価
す
る
発
言
も
あ
る
。
併
し
崇
禎
七

年

(
=
ハ
三
四
)、
元
の
劉
論
の
護
法
書
で
仏
教
の
儒
教

・
道
教
に
対
す
る
優
越
を
前
面
に
押
し
出
し
た

『
三
教
平
心
論
』

を
刻
行
し

(紀

年
録
)、
「先
儒
著
す
所

の
『
三
教
平
心
論
』
、
三
家

の
功
徳
の
殊
異
を
論
ず
。
当
に
展
閲
し
て
以
て
其
の
化
儀

の
大
概
此

の
如
き
を
見
る
べ

し
」
(語
録

・
+

一
・
復
子
侃
周
居
士
)
と
推
奨
し
て
お
り
、
儒
仏
対
等
で
の

一
致
説
を
唱
え
て
い
た
と
は
考
え
難

い
。
費
隠

の
語
録
中
、
儒

教

へ
の
言
及
は
数
少
く
、
「儒
書
を
会
せ
ず
」
(和
刻
語
録

・
十
六

・自
賛
)
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
か
、

少
く
と
も
接
化

に
於
け
る
儒
教
に

対
す
る
細
か
い
配
慮
は
皆
無
と
言

っ
て
も
よ
い
程
で
あ
る
。
費
隠
は

『黄
蘂
勘
語
』
の
中
で
、
著
述

の
際

に

「儒
書

を
以
て
其
の
間
に
爽

雑
す
可
か
ら
ず
」
(別
集

・
十
三
)
と
本
師
密
雲
か
ら
注
意
を
受
け
た
事
実
を
記
す
が
、

こ
れ
に
よ

っ
て
密
雲
と
費
隠

を
結
ぶ
棒
喝
禅
の
性

格

の

一
端
が
窺
え
よ
う
。

以
上
の
如
く
費
隠
の
禅
は
純
粋
な
棒
喝
機
用
禅
だ

っ
た
わ
け
だ
が
、
問
題
は
費
隠
が
こ
の
禅
を
臨
済
正
宗

の
禅

の
在
り
方
と
し
て
主
張

発
揚
せ
ん
と
し
た
所
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
相
手
構
わ
ぬ
宗
旨
論
争
こ
そ
が
、

『厳
統
』
に
於
け
る
雲
門

・

法
眼
二
宗
の
南
岳
下
帰
属
主
張

へ
と
繋
が

っ
て
い
く
原
因
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

四

⑯

明
末
清
初

に
於
け
る
宗
旨
論
争
と
言
え
ぽ
、
密
雲
円
悟
と
漢
月
法
蔵
と
の
臨
済
宗
旨
論
争
が
そ
の
影
響
も
含
め
て
著
名
だ
が
、
『別
集
』

に
見
ら
れ
る
費
隠

の
種

々
の
批
判
論
争
は
、
数
多
く
の
論
争
を
展
開
し
た
密
雲
と
密
接
な
関
係

の
下
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
判
狂
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解
』

に
於
け
る
玉
林
通
瑳
と

の
高
峰
原
妙
の
悟
道
因
縁
に
関
す
る
論
争
、
及
び

『金
粟
開
謬
』
・
『
規
謬
見
長
老
』
に
於
け
る
朝
宗
通
忍
と

の
三
玄
三
要
論
争
は
、
何
れ
も
密
雲
の
死
後
そ
の
後
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
あ
る
し
、
天
主
教
批
判
で
あ
る

『
原
道
關
邪
説
』
も
密
雲

の

『
弁
天
説
』
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
然
も
密
雲
の
棒
喝
禅
を
受
け
継
ぎ
、
「惟
だ
本
師

の
法
道
を
以
て
自
任
す
」
(紀
年
録

.
順
治
十
七
年
)

と
言

っ
た
費
隠
で
あ
れ
ば
、
そ
の
臨
済
宗
旨
説
が
師
密
雲
と
同

一
線
上
に
在

っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
密
雲

は
臨
済
宗
旨

に
関

り
ん
ぎ
い

す
る
漢
月
ら
と
の
論
争

の
中
で
、
「沸
柁

の
一
宗
は
、
惟
だ
棒
喝
を
以
て
人
を
指
す
を
仏
法
的
的
の
大
意
と
為
す
」
(闘
妄
救
略
説

.
八
)
と

棒
喝
機
用

に
よ
る
無
位

の
真
人
の
打
出
を
臨
済
宗
旨
と
す
る
。
そ
し
て

「惟
だ

一
棒
不
作

}
棒
用

.
一
喝
不
作

一
喝
用

に
し
て
始
め
て
本

来
全
体
作
用

に
称
う
」
(天
童
直
説

・
一
・
七
書

・
六
)
と
、
臨
済
の
四
喝

(臨
済
録

・勘
弁
)
を
踏
ま
え
て
、
形
式
と
し
て
の
棒
喝
を
越
え
た

全
体
作
用
と
し
て
の
棒
喝
、
中
で
も

「作
用

一
致
、
殺
活
自
縣
」
(開
妄
救
略
説

・
一
)
な
る
棒
を
主
張
し
、
「老
僧
の

一
棒
不
作

一
棒
用
は
、

一
切
人
、

万
象

の
中

に
於
て
独
露
し
て
立

つ
者
を
直
指
す
」
(天
童
直
説

.
二
・後
録
)
な
ど
と
繰
り
返
し
述
べ
る
。

費
隠
も
基
本
的
に
は

こ
の
棒
喝
に
よ
る
真
人
打
出
の
立
場
を
受
け
継
ぎ
、

二

喝
不
作

一
喝
用

・
一
棒
不
作

一
棒
用
は
是
れ
臨
済
大
師
の
元
文
元
案
、
亦
た
是

れ
天
童
老
人

(密
雲
)
及
び
山
僧

の
尋
嘗
提
持
す
る
所
の
者
な
り
」
(別
集

・
八
・
判
狂
解
)
と
言

っ
て
い
る
。
た
だ
密
雲

よ
り

一
歩
進
め
て

⑯

棒
喝
を
臨
済
宗
専
有
の
機
用
と
し
、
宗
派
に
於
け
る
機
用
を
明
確

に
限
定
せ
ん
と
し
た
所
に
大
き
な
相
違
が
あ

っ
た
。

費
隠

の
機
用
に
よ
る
宗
派
分
類
の
先
駆
け
と
し
て
注
目
す
べ
き

は
、

天
啓
三
年

(
一
六
二
三
)
三
十
歳

の
年

に
出
さ
れ
た

『祖
庭
鉗
鎚

録
』

で
あ
る
。
こ
の
書
は
五
十
人
の
祖
師
先
覚
の
因
縁
を
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
短
評
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
費
隠
は
洞
山

下

の
欽
山
文
遽
を

「…機
用
軟
弱
」
(巻
下
)
と
言
い
、
大
陽
警
玄

に
遥
継
し
た
投
子
義
青
に
つ
い
て
は

「
任
に
勝
え
ず
」

(同
上
)
と
言
う
な

ど
、
押
し
並
べ
て
石
頭
系
に
批
判
的
で
あ
る
。
他
方
、
機
用

に
於
て
臨
済
と
親
近
性
を
持
ち
、

『厳
統
』
に
於
て
南
岳
下
と
さ
れ
た
徳
山

宣
鑑

に
対
し
て
は
、
「
徳
山

の
宗
風
は
高
く
宇
宙
に
出
つ
る
者
な
り
」
(同
上
)
と
絶
賛
し
て
お
り
、

既
に
こ
こ
に
は
機
用
に
よ

っ
て
馬
祖

・
石
頭
両
派
を
分
類
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
機
用
に
よ
る
分
類
が
明
確
な
形
を
以
て
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
は
、
瑞
白
明
雪

(
一
五
八
四
～

一
六
四
一
)
と
の
宗
旨
論
争
を
通
し
て
で
あ

っ
た
。
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湛
然
円
澄
の
法
嗣
で
あ
る
瑞
白
と
費
隠
の
論
争

は
、
崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)
以
後
、

費
隠
が
黄
奨

に
在

っ
た
時

期
に
行
わ
れ
る
。

論

も
の

争

の
発
端
は
、
瑞
白
が
参
徒
に
対
し
て

「
金
粟
従
り
来
る
底
は
、
我
れ
棒
喝
を
以
て
他
を
接
し
、
博
山
従
り
来
る
底
は
、
我
れ
語
句
を
以
て

他
を
接
す
」
(別
集

.十

一
.室
中
偶
言
、
所
引
)
と
述
べ
た
こ
と
に
あ

っ
た
。
こ
こ
に
言
う

「
金
粟
」
と
は
密
雲
円
悟

を
、
「
博
山
」
と
は
無

異
元
来
を
指
す
が
、
瑞
白
の
こ
の
発
言
は
、
本
々

「湛
然
澄
公

・
博
山
来
公
、
曹
洞
の
宗
を
中
興
す
」
(南
雷
文
案

・
四

・清
化
唯
寄
憾
禅
師
塔

銘
)
と
評
さ
れ
た
湛
然

・
博
山
、
及
び

「臨
済

の
再
来
」
(黄
端
伯
、
密
雲
語
録
序
)
と
言
わ
れ
た
密
雲
と
い
う
、
当
時
禅
門
で
高

い
評
価
を

得

て
い
た
三
派
の
中
、
自
ら
が
湛
然
系

に
立
脚
し
た
立
場
か
ら
、
他
の
二
派
を
も
自
己
の
手
中
に
在
る
こ
と
を
豪
語

し
、
自
ら
の
自
在
無

擬

な
る
対
機
接
化
を
標
榜
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
金
粟
か
ら
来
た
者
に
は
棒
喝
、
博
山
か
ら
来
た
者

に
は
語
句
を
用
い
る
と
い

う
定
型
的
な
接
化
、
中
で
も
棒
喝

の
使
用
が
費
隠
の
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

「
急
慶
な
ら
ば
則
ち
棒
喝
を
以
て
応
酬
虚
套
と
為
し
、
未
だ
棒
喝
の
下
落
を
知
ら
ず
。
本
分

の
事
、
未
だ
夢
見
せ
ず
。
則
ち
其
の
語
句

も
亦
た
唯
だ
応
酬
虚
套

の
み
。
未
だ
確
実
有
ら
ざ
る
な
り
。
我
が
臨
済
大
師
、
初
め
黄
葉

の
三
頓
棒
を
受
け
て
開
悟
し
、
以
後
唯
だ
実

証
的
切
な
る
棒
喝

の
一
著
子
を
以
て
人
を
接
す
。
源
源
拠
有
り
、
代
く
人
に
乏
し
か
ら
ず
、
道
、
天
下
に
満

つ
。
豊
に
棒
喝
を
以
て
応

酬
虚
套
と
為
さ
ん
や
。
瑞
公
、
棒
喝
を
窃
用
し
、
未
だ
棒
喝
中
の
受
用
を
得
ざ
る
こ
と
を
見
る
に
足
れ
り
。」
(室
中
偶
言
)

更

に
続
け
て
費
隠
は
、
瑞
白
が
如
何
に
人
を
接
化
す
べ
き
か
と
い
う
質
問
に
答
え
て
、
「
他
既
に
曹
洞
宗
に
承
嗣
す
れ
ば
、

自
ら
当
に

其

の
宗
旨
語
脈
を
明
ら
か
に
し
て
人
を
接
す
べ
し
」
と
述
べ
、
曹
洞
宗
旨
を
説
明
し
て

「語
は
十
成
を
忌
み
、
機

は
回
互
を
貴
ぶ
。
正
中

妙
挟
、
理
事
兼
到
、
偏
僑
を
得
る
母
し
」
と
言
い
、

「此
を
捨
て
て
外
に
作
用
を
襲
え
ぽ
、

皆
な
未
だ
帰
宗
を
得
ず

と
為
す
。
乱
統
窃
取

の
み
」
と
結
ぶ

(同
上
)。
つ
ま
り
費
隠

の
批
判
は
、
曹
洞

に
嗣
法
し
た
瑞
白
が
、
機
用
に
於
て
回
互
を
貴
ぶ
べ
き
曹
洞
の
宗
旨
に
依
ら
ず
、

臨
済

の
棒
喝
を
盗
用
し
た
と
い
う
点

に
在
り
、
費
隠
自
身
に
於
け
る
明
確
な
宗
派
機
用
の
設
定
を
背
景
に
し
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

わ

た

し

固
よ
り
瑞
白
は
こ
れ
に
承
服
せ
ず
、
『關
語
』
を
出
し
て

「病
朽

一
向

に
或
は
棒
喝
を
用
い
、
或
は
語
言
を
用
う
る
は
、
元
よ
り
語
言
棒

喝
上
に
在
ら
ず
。
只
だ
本
分
の
事
を
用
い
て
人
を
接
す
る
の
み
」
(別
集

・
十
二
・
黄
彙
勘
語

・
上
、
所
引
)
な
ど
と
激

し
く
反
論
し
、

以
後
、
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弟
子

の
歴
然
浄
相
及
び
居
士
徐
観
復
も
費
隠
批
判

に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
費
隠
は
更
に

『
黄
奨
勘
語
』
の
中
で
、
済
洞
の
接
化

機
用

の
在
り
方
と
悟
道
因
縁
と
を
結
び
付
け
、
「
語
句
下
従
り
発
明
す
れ
ば
、
則
ち
語
句
を
以
て
人
を
接
す
る
を
本
分
と
為
し
、
棒
喝
下
従

り
発

明
す
れ
ぽ
、
則
ち
棒
喝
を
以
て
人
を
接
す
る
を
本
分
と
為
す
。

終
に
外
に
節
目
を
生
ぜ
ず
」
(黄
漿
勘
語

・
上
)
と
済
洞

の
機
用
を
明

㈹

い
わ
れ

確
に
分
離
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
発
言
は
、
臨
済
と
曹
洞
と
は

「両
宗
の
名
目
有
れ
ぽ
、
建
立
垂
範
、
以
て
謂
無
か
る
可

か
ら
ず
」
(黄
葉
勘
語

・
中
)
と
言
う
が
如
く
、

済
洞
の
名
称
が
あ
る
か
ら
に
は
分
立
し
た
何
ら
か
の
理
由
が
当
然
あ
る
は
ず
だ
、
と
の
前

提
の
上
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
費
隠

の
如
く
現
実
に
機
用
に
よ

っ
て
済
洞
を
完
全
に
分
離
す
る
に
は
可
成
り
無

理
が
あ
る
。
何
故

な
ら
、
瑞
白
に
限
ら
ず
曹
洞
従
上
尊
宿
の
棒
喝
使
用
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
し
、
臨
済
の
語
言
使
用
は
ま
し
て
言
う
迄
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
費
隠
は
独
自
の
見
解
を
示
す
。
先
ず
臨
済

の
語
言
使
用
に
つ
い
て
は
、
「
我
が
臨
済
門
下
の
言
語
は
曹
洞
と
同
じ
か
ら
ず
。

え

曹
洞

の
言
語
は
臨
済
と
殊
別
あ
り
。
且
つ
臨
済
の
語
句
は
金
剛
圏

・
栗
棘
蓬
の
如
く
、
人
を
し
て
呑
跳
し
下
ざ
ら
し
む
」
(同
上
)
と
済
洞

語
言

の
性
格
の
違
い
を
主
張
し
、
曹
洞
従
上
の
棒
喝
使
用
に
つ
い
て
は
、
曹
洞
の
棒
喝
使
用
の
事
実
を

一
応
認
め
つ
つ
も
、
洞
門
に
於
て

は

「
並
び
に
曽
て
棒
喝
及
び
竹
箆
子
を
以
て
人
を
接
せ
ず
。

間
く
或
は
こ
れ
有
り
、

『
伝
灯
』
考
す
可
き
も
、
亦
た

}
時

の
借
用
に
過
ぎ

ず
。
宗
に
本
づ
き
人
を
接
す
る
の
専
務
に
非
ざ
る
な
り
」
(黄
彙
勘
語

・
上
)
と
飽
く
迄
借
り
物
だ
と
断
ず

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
費
隠
は
、
瑞
白
と
の
論
争

に
於
て
臨
済

は
棒
喝
、
曹
洞
は
語
言
と
い
う
機
用
分
類
を
行
い
、
自
ら
の
棒
喝
禅
を
臨
済
正
宗

の
正
統
的
立
場
と
し
て
誇
示
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
師
密
雲
没
後
、
費
隠
は
玉
林
通
瑳

・
朝
宗
通
忍
と
の
論
争
を
通
し
て
、
更
に
臨
済

正
宗
と
し
て
の
自
ら
の
棒
喝
機
用
禅

の
在
り
方
を
明
確

に
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
こ
の
宗
派
機
用
の
問
題
こ
そ
、

『厳
統
』
に
於
け
る
雲

門

・
法
眼
二
宗
の
南
岳
下
帰
属
主
張

の
最
大

の
理
由
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

『厳
統
』
を
撰
述
し
た
順
治
七
年

(
エ
ハ
五
〇
)
の
冬
至
の
上
堂

で
、
費
隠
は
雲
門
の
師
雪
峰
義
存

の
因
縁
を
引
用
し
、
雲
門

・
法
眼
両
宗
が
所
属
す
る
龍
潭

一
派
の
帰
属

に
言
及
し
て
、
次
の
様
に
言
う
。

「
復
た
挙
す
。
当
時
雪
峰
禅
師
、
洞
山

の
会
下
に
在
り
て
飯
頭
と
倣
る
。

一
日
因
み
に
米
を
淘
ぐ
次
で
、

洞
山
問
い
て
云
う
、
『
沙
を

淘
ぎ
米
を
去
る
や
、
米
を
淘
ぎ
沙
を
去
る
や
』
と
。
雪
峰
答
え
て
云
う
、
『沙
米

一
斉
に
去
る
』
と
。
洞
山
云
う
、
『大
衆
個
の
甚
塵
を
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喫
す
』
と
。
雪
峰
遂
に
盆
を
覆
却
す
。

洞
山
云
う
、

『子
に
拠
る
に
因
縁
此
に
在
ら
ず
。
当
に
徳
山

に
往
く
べ
し
』
と
。
後
に
雪
峰
果

し
て
徳
山
に
嗣
ぐ
。
雪
峰
に
拠
る
に
、
等
閑
に

一
語
を
答
え

一
機
を
転
じ
、
洞
山
の
宗
旨
に
契
わ
ず
。
過
後
遂

に
徳
山
に
参
じ
、
投
奥

し
て
承
嗣
す
る
こ
と
を
得
。
見
る
可
し
、
雪
峰
と
徳
山

・
龍
潭

一
派
の
人
と
石
頭
の
後
喬
に
非
ざ
る
こ
と
を
。
弁
ぜ
ず
し
て
知
る
べ
し
。

お
い

蓋
し
徳
山

・
臨
済
は
大
機
を
施
し
大
用
を
発
し
、
鍬
天
掲
地
、
案
臼
を
存
せ
ず
。
人
人
共
に
知

る
所
な
り
。
而
る

に
洞
山
に
在
て
は
正

お
い

中
妙
挟
、
偏
正
回
互
、
理
事
兼
到
、
針
去
線
来
、
宗
旨
綿
密
な
る
こ
と
、
人
亦
た
須
く
暁
ら
か
に
す
べ
し
。
今
人
、
語
脈
中
に
向
て
宗

旨
を
定
め
ず
、
只
だ
差
誤
裏
に
承
け
て
愚
拠
と
為
し
、
多
く
は

『雪
峰

・
徳
山

・
龍
潭
は
石
頭
の
派
下
に
係
る
』

と
謂
う
。
其
の
実
、

是
な
ら
ず
。」
(語
録

・
七
)

こ
こ
に
於
て
費
隠
は
、
宗
旨
機
用
に
よ

っ
て
南
岳

・
馬
祖
系
と
青
原

・
石
頭
系
と
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
。
同
様

の
発
言
は
順
治
十

一

年

(
一
六
五
四
)
の

『
五
灯
厳
統
解
惑
篇
』
に
も
見
ら
れ
る
。
宗
旨
内
容
か
ら
雪
峰
ら
の
石
頭
下
帰
属
に
対
し
て
疑
義
を
提
出
し
た
も
の
と

し

て
は
、

過
去
に

『
五
家
宗
派
序
』
(人
天
眼
目

.
五
)
に
見
え
る
宋

の
張
商
英

の
説
が
あ
り
、
費
隠
は
商
英
の
説
を
踏
襲
し
た
に
過
ぎ
な

い
が
、
費
隠

に
と

っ
て
こ
の
分
類
は
、
決
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
龍
潭
系
で
あ
る
雲
門

・
法
眼
二
宗

の
南
岳
下
帰
属
を
主
張
し
、
数
の
多
寡

に
よ

っ
て
臨
済
の
洞
門

へ
の
優
越
を
誇
示
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
費
隠
が
棒
喝
は
臨
済
独
自
の
本
分
機
用
と
す
る
立

場
を
取
る
以
上
、
棒

の
多
用
を
以
て
名
高
い
徳
山
な
ど
臨
済
に
似
通

っ
た
機
用
を
持

つ
禅
僧
を
輩
出
し
た
龍
潭
の

一
枝
が
、
臨
済
に
連
な

る
馬
祖
下
に
で
は
な
く
曹
洞
に
連
な
る
石
頭
下
に
入
る
こ
と
は
、
棒
喝
が
馬
祖

・
臨
済
系
独
自

の
機
用
だ
と
い
う
主
張
の
根
拠
を
失
う
こ

と

に
も
な
り
、
石
頭
系

つ
ま
り
曹
洞
宗
の
棒
喝
使
用
を
も
当
然
認
容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

『厳
統
』
に

於
け
る
龍
潭
下
の
雲
門

・
法
眼
二
宗
の
帰
属
問
題
は
、
棒
喝
機
用
禅
を
臨
済
正
宗
と
し
て
掲
げ
た
費
隠
に
と

っ
て
、
自
ら
の
臨
済
禅

の
生

命

を
賭
け
た
戦
い
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
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上
述
の
如
く
、結
果
的

に
『
厳
統
』
に
於
け
る
雲
門

・
法
眼
の
帰
属
問
題
は
、費
隠
に
と

っ
て
密
雲
か
ら
受
け
た
自
ら
の
棒
喝
禅
を
正
統
化

す
る
た
め
に
必
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
と
は
い
え
そ
の
強
引
な
論
は
、
考
証
学
的
事
実
探
求
と
い

っ
た
性
格
の
も
の
で
は

な
く
、
都
合
の
よ
い
資
料
の
み
に
依

っ
た

一
方
的
主
張
と
い
う
傾
向
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
洞
門
の
反
発
を
買
い
板
木

の
廃
棄
に
至

っ
た

の
は
巳
む
を
得
な
い
結
果
で
あ

っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
『厳
統
』を
巡
る
摩
擦
に
よ

っ
て
費
隠

の
宗
門
内
に
於
け
る
評
価
が
下

が
り
、木
陳

の
拾
頭
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、今

一
つ
両
者
を
分
け
る
大
き
な
問
題
が
費
隠

の
禅
そ
の
も
の
に
は
あ

っ
た
。

前
章
で
取
り
上
げ
た
費
隠
と
瑞
白
と
の
機
用
論
争
は
、
詰
ま
る
所
、
禅
に
於
け
る
対
機
接
化
の
在
り
方
を
巡
る
厄
介

な
問
題
で
あ

っ
た
。

「棒
喝
交
馳
、
意
に
任
せ
て
遊
び
、
金
針
玉
線
、
縫
皆
な
周
し
」
(瑞
白
語
録

・
八

・玄
妙
無
私
句
)
と
多
方
便
を
以
て
任
ず

る
瑞
白
は
、
「
其も

の
門
庭
に
随
い
、

其
の
根
器
に
順
う
」
(黄
奨
勘
語

・上
、
所
引
)
と
対
機
に
応
じ
た
接
化
を
主
張
し
た
わ
け
だ
が
、

費
隠
は
密
雲
の

「
設

し
釦
者
有
れ
ぽ
但
だ
本
分
の
事
を
以
て
こ
れ
に
応
ぜ
よ
。

会
不
会
は
彼
の
事
な
り
。

我
に
於
て
何
か
有
ら
ん
や
」
(明
版
語
録

、
七

.
行
蘇

・
所
引
、
密
雲
書
)
と
の
付
嘱
に
従
い
、
「唯
だ
痛
棒
を
以
て
人
を
接
し
、
誰
か
棒
す
可
き
誰
か
棒
す
可
か
ら
ざ
る
か
を
見
ず
。
凡
そ
来
問
す

る
者
有
れ
ば
、
便
ち
痛
棒
を
以
て
伊
を
接
す
る
を
本
分
と
為
し
、
曽
て
分
外
の
法
の
人
に
加
う
る
無
し
」
(黄
漿
勘
語

.上
)
と
随
機
方
便
に

反
対
し
、

「更

に
上
中
下
根
機
の
等
し
か
ら
ざ
る
有
り
と
説
け
ぽ
、

亦
た
是
れ
自
纏
自
縛
な
り
」
(清
版
語
録

.
三

.蓮
峰
上
堂
)
と
根
機

の

設
定
を
真
向
か
ら
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
善
く
言
え
ば
対
機
の
差
異
に
捕
わ
れ
な
い
、
悪
く
言
え
ぽ
対
機
を
無
視
し
た
費
隠
の

接
化

は
、
四
料
簡

・
四
賓
主
を
説
い
た
遠
祖
臨
済
よ
り
も
、
寧
ろ

「道
い
得
る
も
三
十
棒
、
道

い
得
ざ
る
も
三
十
棒
」
(
臨
済
録

.
勘
弁
)
と

言

っ
た
徳
山
の
在
り
方
に
親
近
性
を
持

つ
も
の
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ

『厳
統
』
の
二
宗
帰
属
問
題
が
重
要
だ

っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
が

臨
済
禅
本
来
の
姿
か
否
か
は
別
に
し
て
、
少
な
く
と
も

「貧
道
は
固
よ
り
是
れ
好
悪
を
識
ら
ざ
る
の
漢
。
故

に
禅
床
上

に
接
す
可
き
者
有

り
、
三
門
外
に
接
す
可
き
者
有
る
を
知
ら
ず
」
(密
雲
語
録

・七

・復
問
卿
呉
居
士
)
、
「
千
問
千
棒
、
万
問
万
打
」
(天
童
直
説

・
三
.
三
録

.
上
)、
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「
凡
そ
問
者
有
れ
ば
当
頭
に
便
ち
打
つ
」
(闘
妄
救
略
説

・
一
)
と
言
い
、
対
機
を
選
ば
ぬ
棒
打

に
徹
し
た
師
密
雲
の
臨
済
本
流
と
し
て
の
棒

喝
機
用
接
化
を
、
正
確

に
受
け
継

い
で
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
密
雲

・
費
隠
を
結
ぶ

二

棒
不
作

一
棒
用
L
に
よ
る
真
人

打
出
を
目
指
す
棒
喝
禅

の
最
大

の
特
色
で
あ

っ
た
。

こ
の
様
な
呵
仏
罵
祖
の
徳
山
ま
が

い
の
費
隠

の
禅
が
、

一
部
士
大
夫
に
対
し
て
奏
効
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
『厳
統
』
の
目
録
に
較
正

者
と
し
て
数
多
く
の
士
大
夫
の
名
前
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
が
、
果
し
て
費
隠

の
棒
喝
禅
は
激
動
す
る
明
末
清
初
と
い

う
時
代
に
在

っ
て
広
く
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
激
動
の
時
代
な
れ
ぽ

こ
そ
、
そ
れ
を
生
き
抜
く
支
え
と
な

る
費
隠
の
如
き
単
純
明
解
で
強

い
芯

の
あ
る
禅
が
要
望
さ
れ
る
と
の
考
え
も
あ
ろ
う
し
、
費
隠

の
禅
は
棒
喝
の
み
に
よ
る
簡
潔
な
も
の
だ

け

に

一
面
理
解
し
や
す
い
も
の
だ

っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
だ
が
費
隠
は
、

一
方
で
は
悟
り
に
よ
る
入
世
得
力
を

「者
個
の
本
源
頭
を
悟
得

せ
ば
、
入
世
超
凡
、
可
な
ら
ざ
る
無
し
」
(和
刻
語
録

・
十
二

・
処
州
行
安
何
道
婆
偏
)
と
豪
語
し
な
が
ら
も
、
悲
惨
な
時
代
状
況
を
目
前
に
し

て
は
結
局

「
或
は
兵
刀
に
因
り
て
死
し
、
或
は
水
厄
に
遭
い
て
亡
し
、
災
難
種
種
、
数
う
る
に
勝
う
可
か
ら
ざ
る
も
、
こ
れ
を
捻
ぶ
る
に
宿

業

の
感
ず
る
所
に
し
て
他
事

に
干
か
ら
ず
」
(和
刻
語
録

・
五
・
金
粟
上
堂
)
と
運
命
論
を
提
出
し
、
「
他
の
世
変
と
風

瓢
と
に
任
す
」
(同
上

・
十
二
・
復
漕
儲
道
蓄
義
沈
居
士
偶
)
と
い
う
態
度
を
示
す
の
み
で
あ

っ
た
。
明
末
争
乱
の
中
、
無
縁
の
遺
骸
処
理
、
飢
民
救
済
に
当
た
り
、

殺
伐
と
し
た
時
弊
を
矯
さ
ん
が
為

に
戒
律
や
念
仏
放
生
を
鼓
吹
し
、
更
に
は

『縢
言
』
な
ど
に
見
え
る
様

に
儒
仏
論

を
駆
使
し
つ
つ
士
大

夫
接
化
を
行
な

っ
た
洞
門
の
永
覚
元
賢

(
一
五
七
八
～

一
六
五
七
)
は
、
当
時
の
棒
喝
機
用
禅
の
接
化
態
度
を
批
判
し
て
、
「若
し
其
の
功
夫

を
策
進
せ
ず
し
て
、
唯
だ
機
用
を
以
て
人
を
接
す
る
の
み
な
ら
ば
、
則
ち
上
根
上
器

の
当
下
に
帰
を
知
る
者
、
能
く
幾

人
有
ら
ん
や
」
(元

賢
広
録

・
十

一
・
答
三
山
禅
者
)
と
言

い
、

名
指
し
で
は
な
い
が
明
ら
か
に
費
隠

の
棒
喝
接
化
の
対
機

の
狭
さ
を
指
摘

し
た
。

禅
に
於
て
対

機

に
応
ず
る
と
い
う
の
は
、
固
よ
り
相
手

に
合
わ
せ
格
調
を
落
と
し
て
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
は
な
る
ま

い
。
そ
の
意
味
で
は

費
隠
の
立
場
は
正
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
起
伏
に
富
ん
だ
衆
生
界
、
然
も
混
乱
と
悲
惨
を
極
め
た
明
末
清
初

の
状
況
を
目
前
に
し

て
、
費
隠

の
如
く
永
覚
を
単
に

「
雑
学
」
(別
集

・
十

一
・室
中
偶
言
)
と
罵
倒
す
る
の
み
で
済
む
問
題
で
あ

っ
た
ろ
う

か
。
正
統
を
誇
り
棒
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喝
機

用
以
外
の
付
属
物
を
全
て
削
り
取

っ
た
費
隠
の
禅
は
、
当
時
に
在

っ
て
は
や
は
り
あ
ま
り
に
高
踏
超
俗
的
な
も

の
だ

っ
た
の
で
は
あ

　

　

む

る
ま

し
カ

こ
れ
に
対
し
て
費
隠
と
同
じ
く
密
雲

の
棒
喝
禅
を
受
け
継
い
だ
木
陳
の
禅

は
、
費
隠
と
は
可
成
り
異
な

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
木
陳
は

法
系
論
争
に
も
見
ら
れ
た
様

に
、
宗
門
内
に
於
て
常
に
柔
軟
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
棒
喝
禅
と
は
い
え
費
隠
の
如
く
過
度
に
棒
喝
に
執

着
し
て
い
な
い
。
寧
ろ

「徳
山

・
臨
済
、
棒
喝
交
馳
す
と
錐
も
、

終
に
亦
た
語
言
三
昧
を
廃
せ
ず
」
(布
水
台
集

・
七

・
翠
巌
古
雪
禅
師
語
録

序
)
と
い
う
立
場
か
ら
文
を
重
視
し
て
、
「
文
は
即
ち
道
の
華
、
道

は
則
ち
文

の
精
」
(同
上
・
八

・皇
明
歴
科
程
墨
徴
序
)
と
述
べ
、
巧
み
な

詩
文
と
儒
教
的
素
養
を
以
て
士
大
夫
接
化

に
当
た
る
。
固
よ
り
こ
の
こ
と
は
堕
俗
と
表
裏
を
作
す
わ
け
だ
ボ
、
銭
謙
益
が
木
陳
を
評
し
て
、

「今

世
の
崇
尚
す
る
所
の
者
は
士
大
夫
な
る
が
故
に
、
忠
義
士
夫
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
し
、
士
大
夫
の
崇
尚
す
る
所
の
者
は
文
字
な
る
が

故
に
、
又
た
声
名
文
句
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
」
(布
水
台
集
序
)
と
言
う
様

に
、
在
家
接
化
の
最
善
の
方
便
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
木
陳
の

禅
接
化
の
本
領
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
又
た
木
陳
は
棒
喝
禅

の
立
場
か
ら
費
隠
同
様
、
当
時

の
曹
洞
宗

の
看
話
禅
を
批
判
し
て
、
「,江
西

・
湖
南
、
別
に
商
量
の
浩
浩
た
る
有
り
。
綿

は
工
夫
に
在
る
に
匪
ず
し
て
、
即
ち
密
は
話
頭
に
在
り
」
(布
水
台
集

・
十
六

・密
雲
行
状
)
と

言
う
も
の
の
、
決
し
て
名
指
し
で
は
な
く
、
費
隠
が
死
話
頭
と
批
判
し
た
無
異
元
来
に
つ
い
て
は
、
「
天
下
の
首
冠
」
(同
上

・
二
十
八

・
復

天
界
覚
浪
和
尚
)
と
賛
じ
て
お
り
、
曽
て
密
雲
と
論
争
批
判
を
し
た
覚
浪
道
盛
と
の
交
遊
、
三
宜
明
孟
と
の
親
交
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
様

に
、

済
洞
を
問
わ
ず
無
用
な
摩
擦
は
避
け
、

一
貫
し
て
評
価
す
べ
き
は
評
価
す
る
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
、

相
手
構
わ

う
じ
む
し

ず

激

し

い
批

判

を
行

い

、

「
軟

練
心

性

禅

」

(
別
集

・
九

・
又
判
狂
解

・
上
)
・
「
蛆

虫

禅

」

(
別
集

.
七

.
再
規
謬
見
長
老
)

な

ど

と
名

指

し

で
諸

方

を
罵

倒

し

、

「
狂
妄

之

流

」

(
梅
山
普
説

・
付
録
、
開
詰
)

と
蔑

ま
れ

た
費

隠

と

は
全

く

態

度

を

異

に
し

て

い
た
。

更

に

対
機

接

化

の
姿

勢

か
な
ら

か
れ

も
、
「必
須
ず
手
眼
通
身
、
高
低
普
応
、
川
広
の
人
に
遇
わ
ぽ
他
と
川
広
の
話
を
説
き
、
閾
漸
の
人
に
遇
わ
ば
他
と
閲
漸

の
話
を
説
き
、
江

は
じ

准

の
人
に
遇
わ
ば
他
と
江
潅
の
話
を
説
き
、

長
安
の
人
に
遇
わ
ば
他
と
長
安

の
話
を
説
き
て
、

方
め
て
こ
れ
を

『
我
為
法
王
、

於
法
自

在
』

と
謂
う
可
し
」
(北
遊
集

・
一
)
と
随
機
方
便
を
標
傍
し
て
い
る
。
詩
文
を
以
て
士
大
夫
社
会
に
深
く
入
り
込
ま
ん
と
し
、
「
径
山

(大
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慧
宗
呆
)
の
再
世
L
(金
之
俊
、
弘
覚
語
録
序
)
と
言
わ
れ
、
「広
く
河
沙

の
衆
生
を
度
し
、
尽
く
皆
な
作
仏

せ
し
め
ん
と
欲
し
て
、
汲
汲
然
と

し
て
牙
を
磨
き
歯
を
礪
く
」
(銭
謙
益
、
布
水
台
集
序
)

と
評
さ
れ
た
木
陳
に
と

っ
て
、

明
末
清
初
と
い
う
難
し
い
時
期

に
在

っ
て
如
何
に

無
理
な
く
禅
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
衆
生
済
度
を
行
う
か
が
課
題
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
机
上
で
の
法
系
論
争
や
機
用
論
争
は
あ
ま
り
問
題
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
木
陳
の
課
題
こ
そ
は
、
当
時
の
大
多
数

の
禅
僧

の
共
通

の
課
題
だ

っ
た
は
ず
で
あ

る
。

つ
ま
り
木
陳

の

禅

は
、
最
早
や
師
密
雲

の
棒
喝
機
用
禅
の
枠
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
い
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様

に
同
じ
く
密
雲
の
棒
喝
禅
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
費
隠
と
木
陳

の
禅
は
全
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の

相
違
こ
そ
が
、
『厳
統
』
問
題
を
岐
点
と
し
て
両
者

の
行
く
方
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
根
因
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

結

ぴ

密
雲
下

の
二
高
弟

で
あ
る
費
隠
と
木
陳

の
主
導
権
争

い
と
も
言
う
べ
き
対
立
は
、
応
召
に
よ
っ
て
木
陳
勝
利
と
い
う
形
に
終
わ
る
が
、

そ

の
原
因
と
な

っ
た
も
の
は

『厳
統
』

の
存
在
で
あ
り
、

『厳
統
』

撰
述
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
費
隠

の
臨
済

正
宗
と
し
て
の
棒
喝

禅

の
性
格
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
費
隠
の
禅
が
師
密
雲
の
棒
喝
機
用
の
特
質
を
最
も
善
く
継
承
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

な
ら
ば
、
費
隠
の
敗
退
は
取
り
も
直
さ
ず
密
雲
の
棒
喝
禅
そ
の
も
の
の
敗
退
で
あ
り
、
明
末
清
初

に
密
雲
と
費
隠

の
手
に
よ

っ
て
再
興
さ

れ

た
棒
喝
機
用
に
よ
る
臨
済
正
宗
禅

の
事
実
上
の
終
焉
で
あ

っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

木
陳
が
北
京
か
ら
の
帰
路
、
福
厳
に
立
ち
寄

っ
た
順
治
十
七
年

(
一
六
六
〇
)
の
冬
、

費
隠
は
敗
北

の
悔
し
さ
を
示
す
か
の
様
に
、

木

陳

批
判

の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
自
ら
の
編
纂
に
な
る

『
密
雲
語
録
』
を
再
び
上
梓
す
る

(紀
年
録
)。
併
し
木
陳
に
し
て
み
れ
ば
、
所
詮
負

け
犬

の
遠
吠
え
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
翌
年
費
隠

は
他
界
し
、
以
後
木
陳
は
継
起
弘
儲
と
の
批
判
対
立

へ
移

っ
て
行
く
こ
と
に
な

鱒る
。
自
ら
の
禅

の
浮
沈
を
賭
け
た

『厳
統
』
の
廃
棄
、
応
召
及
び

『密
雲
語
録
』
入
蔵
に
よ
る
木
陳

へ
の
敗
北
と
続
け
様
の
打
撃
を
受
け

た
費
隠

の
晩
年
は
、
意
気
は
衰
え
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
や
は
り
寂
し
い
も
の
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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今
回
使
用

し
た
費
隠
関
係

の
資

料
は
次

の
通

り
で
あ

る
。
e

『
中

華

大
蔵
経
』
(
民
国

五
十
七
年
)
所
収
、

明
続
蔵
本

『
費
隠
禅
師
語

録
』

十
四
巻

・
『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
録
』

二
巻

(
『
語
録
』
・
『
紀

年
録
』
と
略
記
)
、

⇔

駒
沢
大
学
所
蔵
、

明
暦

刊
本

『
費
隠
禅
師
語

録
』
十

六
巻

(
『
和
刻
語
録

』
と
略
記
)
、
⇔
駒
沢
大
学
所
蔵
、
清
初

刊
本

『
費
隠
禅
師
語
録

』
十
巻

(『
清
版

語
録
』
と
略
記
)
、
鱒
内
閣

文
庫
所
蔵
、

明
版

『
費
隠
禅
師
語
録
』

七
巻

(
『
明
版
語
録
』

と
略

記
)
、
㊨

駒
沢
大
学
所
蔵
、
写
本

『
費
隠
禅
師
別
集
』
十
八
巻

(『
別

集
』

と
略
記
)。

こ
の
う
ち
語
録

は
各
版
本
間

に
可
成
り

の
異
同
出

入
が
あ

る
。
分
量
と
し
て
は

『
和
刻
語
録
』
が
最
も
多

い
が
、
費
隠

晩
年

の
発
峰

・
再
住
福
厳

の
資
料

を
含

ん
で
い
な

い
。
そ

の
た
め
論

中

の
資
料
引
用
は
、
内

容

の
整

っ
て
い
る
明
続
蔵
本
を
原
則
と
し
て

用

い
、
明
続
蔵
本
未
収

の
資
料

の
み
他

の
版
本

に
よ

っ
た
。

②

こ
の
塔
銘
を
巡
る
問
題

に

つ
い
て
は
、
陳
垣

『
清
初
僧
謬
記
』
(
中

華
書
局

・
一
九
六
二
)
巻

二
の

一
参
照
。

③

現
存
す
る
四
種
の

『
密

雲
語
録
』

(
内
閣
文
庫

に
二
種

の
明
版
が

あ

る
)

の
中
、
最

も
完
備

し
た
も

の
は

『
中
華
大
蔵
経
』
所
収

の
こ

の
費
隠
編
集
本

で
あ

る
。
木
陳

の
入
蔵
本

(
駒
沢
大
学
所
蔵
)
と
比

較
す
る
と
多
少

の
出

入
は
あ

る
が
、
全
体
的

に
分
量
も
多
く
、
入
蔵

本

は
洞
門

へ
の
配
慮

か
ら
か
問
題

と
な

っ
た

「
青
原
行
思
禅

師
」
の

頬
な
ど
が
削

ら
れ
て
い
る
。

よ

っ
て
本
文
中

の

『
密
雲
語
録

』
か
ら

の
引
用
は
費

隠
本

に
よ

っ
た
。

又

た
密
雲

の
資
料
引
用

の
中
、

『
天

童
直
説
』
(
正
式
名

は

『
密
雲
円
悟
禅
師
天
童
直
説
』
)
は
東
京
大

学

東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
、

『
關
妄

救
略
説
』

は
卍
続
蔵
経
所
収
本

(
二

・
十
九

・
二
)
を
使
用
し
た
。

ω

木
陳

の
天
童
再
住

の
年
次
は
諸
資
料

に
明
記
さ
れ

て
い
な

い
。
今

回

は

『
布
水
台
集
』
巻
三

の
丁
酉

(
順
治
十
四
年
)
作

「
西
岩
隠
詩

三
十
絶
」
第

一
首

の

「
謝
事

天
童

十

一
秋
、
重
来
晩
暮
更
何
求
」

に

依

っ
て
算
出
確
定
し
た
。

⑤

こ
の
事
情

に
つ
い
て
は
、

陳
垣

『
語
録
与
順
治
宮
廷
』
(
陳
垣
学

術
論
文
集

第

一
集

・
中
華
書
局

・
一
九

八
〇

所
収
)

の

「
費
隠
不

遇
」
参
照
。

㈲

『
厳
統
』

の
問
題

に

つ
い
て
は
、

陳
垣

『
清
初
僧
謬
記
」

巻

一
の

一
を
参
照
。

⑦

『
世
譜
』
に

つ
い
て
陳
垣

氏
は

『
清
初
僧
課
記
』

の
中
で
、
「
而
木

陳
撰
禅

灯
世
譜
、
於
龍
池
派
下
、
独
削
去
雪
嬌
。
今
続
蔵
影
印
本
世

譜
有
雪
嬌
者

、
後
復
増

入
也
。
…
…
然
何
以
後
来
世
譜
又
増
入
雪
嬌
、

則
以
順
治
之
推
崇

也
」
(
巻

三

・
一
)
と
言

い
、
応
召

の
後

、
木
陳

は

順
治
帝

に
阿

っ
て
改
変

を
な
し
、
雪
嬌
円
信
を
幻
有
正
伝

の
法

嗣
に

付
け
加
え
た
と
す
る
。
雪
嬌

の
嗣
法

に
つ
い
て
は
、
雪
嬌
が
自

ら
雲

門
文
橿
に
遙
継
す

る
と
公
言
し
た
た

め
宗
門

内
に
物
議

を
醸

し
て
お

り
、
費

隠

に
よ
れ
ぽ

『
世
譜
』

に
於

て
も
当
初
幻
有

下
に
入
れ

ら
れ

て

い
た
も

の
が
、
密
雲

の
指
示

に
よ

っ
て
削

ら
れ
た
と

い
う

(別
集

・
十
五

・
撃
木
陳
妄
代
天
童
老
和
尚
付
法
)。

よ

っ
て

木
陳
が
後

に

再
び
雪
嬌
を
増

入
し
た
可
能
性
が
な

い
と
は
言
え
な

い
が

、
陳
垣

氏

が
見
ら
れ
た
続
蔵
影
印
本

(
『
大
日
本

続
蔵
経
』

は
民
国

十
二
年

に

影
印
さ
れ
て
い
る
)

の
原
本

で
、
現
存
す
る
唯

一
の

『
世
譜
』

で
あ
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る
和
刻
本

は
、

承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
、

つ
ま
り
木
陳
応
召

に
先

立

つ
こ
と
五
年

の
順
治
十

一
年

の
翻
刻
で
あ

り
、
木
陳
が
応
召
後

に

改
変
を
行
な

っ
た
証
拠
と
は
成

り
得

な
い
。
和
刻
本

は
費
隠

を
密
雲

下
の
筆
頭
と
し
、
費
隠

の
法
嗣
及
び
費
隠

下
隠
元

の
法
嗣
を
増
入

し

て
お
り
、
恐
ら
く
雪
嬌
も
翻
刻
の
際

の
加
筆

で
あ

ろ
う
。

⑧

陳
垣

『
釈
茂
疑
年
録
』
巻
五

・
天
皇
道
悟

の
附

注
参
照
。

⑨

端
伯

に
つ
い
て
は
拙
稿

「
明
末

の
仏
教

居
士
黄
端
伯

を
巡

っ
て
」

(
九
州
大
学
哲
学
年
報

・
四
十
三
所
収

)
参
照
。

⑩

但
し

『
心
経
断
輪
解
』
(
別
集

・
十
七
、

及
び
卍
続

一
・
四
十

一
・

五
)

は
残
さ
れ

る
。

こ
れ
は
費
隠
が
曽

て
湛
然
下

に
於

て
大
衆

か
ら

「
不
以
教
意
介
懐
、
弄
虚
頭
過
日
」
(
明
版

語
録

・
七

・
行
蘇
)
と
批

判
さ
れ

た
経
緯
も
あ

っ
て
、
先
に

一
雨
法
師

よ
り

「
不
唯
見
理
円
妙
、

亦
且
文
字
鮮
明
」
(
同
上
)

と
評
さ
れ
た
同
書

を
残

し
て
、

教
学
軽

視

の
批
判

に
備

え
た
と
思
わ
れ
る
。

⑪

費
隠

の
突
然

の
密
雲
嗣
法
に
対

し
て
…湛
然

は
、

「
山
僧

(
費
隠
)

忘
恩
背
徳
。
他
日
安
知
不
忘
本
師

耶
」

と
密
雲

に
書
き
送

っ
た
と
言

い

(明
版
語
録

・
七

・
行
蘇
)
、

そ

の
曹
洞
批
判

と
も
相
侯

っ
て
、

費
隠

は
湛
然
下

の
裏

切
り
者

と
し
て
本

々
洞
門

か
ら
好
感
を
持
た
れ

て

い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑫

『
紀
年
録
』

は
崇
禎

四
年
、
閲

の
黄
奨

に
於

て
の
こ
と
と
す

る
が
、

「行
蘇
」
に
は
庚
午

(
崇
禎

三
年
)
と
明
記

さ
れ

て
お
り
、
又
た

『
密

雲
年
譜
』

に
よ
れ
ぽ
、
密
雲

の
黄
漿
住
持

は
崇
禎

三
年

三
月

か
ら

八

月
の
こ
と
で
あ
る
。

⑬

株
宏

の
禅

浄
論
の
特
質

に

つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
氏

の

『
雲
棲
株

宏

の
研
究
』

(大
蔵
出
版

・
】
九

八
五
)

に
詳
し

い
。

ま

た

拙

稿

「
禅
浄

一
致

に
関
す

る

一
考
察
」

(
荒
木
教
授

退
休

記
念

中
国
哲
学

史
研
究
論
集

・
一
九

八

一
)
も
参
考
と
な
ろ
う
。

尚
、
密
雲
も
雲
棲

株
宏
を
評

し
て
、
「
無
端
啓

口
錯
念

仏
、
連
累
児
孫

信
不
及

。
縦
然
個

蕨
蕨
蕨

、
竪
起
拳
頭
向
汝
説
、
也
是
借
手
行
拳

、
未
免
捧
棒
打
月
」

(密
雲
語
録

・
十
二

・
雲
棲
和
尚
賛
)

と
述

べ
て
お
り
、

費
隠

と
同

様

の
立
場

で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

σゆ

密
雲

と
漢
月

の
宗
旨
論
争

に
つ
い
て
論
及
し
た
著
書

に
、
忽
滑
谷

快

天

『
禅
学
思
想
史
』
、
郭
朋

『
明
清
仏
教
』
(
福
建

人
民

出
版
社

・

一
九

八
二
)
、
論
文

に
山

口
久
和

「
黄
宗
義

『
三
峰
禅
師
塔
銘
』
放
」

O

・
◎

(
大
阪
市
大
人
文
研
究

・
三
三
ー

二
、
三
四
ー

二
)
が
あ

る
。

03

固

よ
り
密
雲
も
機
用

に
よ
る
宗
派
分
類
を
行
わ
な
か

っ
た
わ
け

で

は
な
く
、

「
夫

五
宗
帰
根
復
本

、

固
無
彼
無
此
。
而

各
宗
其
宗
、
則

用
処
不
同
」
(
天
童
直
説

・
七

・
判
語

・
上
)

と
言
い
、

又
た
雲
門

・
法
眼

を
南
岳
下
と
し

て
、

「
難
四
派
同
宗
、
而
接

人
機

用
不

一
。

唯
臨
済
禅
以
棒
喝
直
指
、

最
為
親
切
。

而
雲
門
相
通
」

(
同
上

・
八

・
判
語

・
下
)
な
ど
と
述

べ
る
。
併

し
黄
端
伯
ら

の
法
系
問
題

に
関

す

る
批
判

の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
費
隠
ほ
ど
極
端
な
分
類

を
行

う
に

は
至

っ
て
い
な

い
。

⑯

費
隠

の
悟
道
因
縁

に
つ
い
て
、
瑞
白

と

の
論
争
開
始
直
後

の
刊
行

と
思
わ
れ

る

『
明
版
語
録
』

の

「
行
懸
」
は
、
第

三
章
所

引
の
資
料

の
如
く
述

べ
る
。
併

し

『
和
刻
語
録
』
・
『清

版
語
録

』
所
収

の

「
行

蘇
」

は
、
全
体

に
亙

っ
て
可
成
り
削
ら
れ
て
お
り
、

明
版

の

「
本
師

将
手
中
極
大
番
菩
提
珠
、
尽
力
照
頭

一
打
」

の
部
分

は
、

「本
師
便



打
L
と
大
き
く
削
除

さ
れ
て

い
る
。
玉
林

と
の
論
争

で
費
隠

は
、
「
後

参
我
本
師
、
接
以
大
機
大
用
、
使
我

七
棒
之
下
、
頭
顧
幾
乎
打
裂
」

(
別
集

・
九

・
又
判
狂
解

・
上
)

と
言
い
、

歴
然
浄
相
も
曽

て
費
隠

に
つ
い
て
、
「
自
謂
従
密
雲
老

人
痛
棒
悟

入
」
(
梅
山
普
説

・
付
録
、

開
詰
)
と
述

べ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
費
隠

は
機
用
と
悟
道
因

縁

の
結
び
付
き
を
主
張
す
る
た
め

に
、
自

ら
の

「
行
縣
」
を
故
意

に

削
除
紛
飾

し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
が

『
天
童
寺
志
』
巻

三
の

費
隠

の
条

に
、

「
密

(
雲
)
惟
痛
棒

、
頭
脳
幾

裂
」

と
記
載

さ
れ

る

に
至

っ
た
所
以

で
あ
る
。

⑰

木
陳
と
継
起
と

の
対
立
な
ど
、

こ
れ
以
後

の
木
陳

の
行
動

に

つ
い

て
は
、
陳
垣

『
清
初
僧
諄
記
』
巻

二
に
詳
し

い
。
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